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第43回 総 会 特 別 報 告

結核 病学会抗酸菌 の分類委 員会報告

委員長 堀
一
一
一一 津 夫

The43rdAnnualMeetingSpecialReport

REPORTOFTHECOMMITTEEONTHECLASSIFICATIONOF

MYCOBACTERIA,THEJAPANESESOCIETYFOR

TUBERCULOSIS*

Chairman:MitsuoHORI

TheCommitteeontheClassificationofMycobacteriawasorganizedin1965intheJapanese

SocietyforTuberculosis.Sincethen,themembersoftheCommitteehavemainlystudiedon

theidentificationordifferentiationofmycobacteriafromthestandpointofclinicalbacteriology.

Theresultshithertoobtainedareasfollows:

1.Identi五cationorDifferentiationofMycobacteriabyGrowthCharacteristics

Eachtypeofmycobacteriawas,tosomeextentbutnotdecidedly,characterizedbythe

formandpigmentationofcoloniesonsolideggmedia,rangeofgrowthtemperature,growth

rateandutilizationofcarbohydrates.

Thetimerequiredfordisappearanceofacid-fastnessbyultravioletirradiationwasfairly

constantforeachtypeofmycobacteria.Thismethodwouldbeavailableasasupplementary

toolfordifferentiationofmycobacteria.

2.IdentificationorDifferentiationofMycobacteriabyBiochemicalCharacteristics

Thecombinationofniacintest,amidasetests,arylsulfatasetest,nitratereductasetestand

heatstablecatalasetestcouldbeapPliedtodifferentiationoridentificationofthetypeof

mycobacteria.Biochemicalassaymightbeoneofthemostbeneficialmethodsforthispurpose.

3.Identi且cationorDifferentiationofMycobacteriabyPhageTyping

Itisasyetdi伍culttodistinguishthetypeofmycobacteriabythismethod.

4.Identi且cationorDifferentiationofMycobacteriabySerologicalTests

Thehighlypuri丘edproteinantigens,αandβ,werepreparedfromunheatedculture

丘1tratesofMジcobacteriumtuberculosis.Thedistributionoftheseantigensinvariousmycobac・

teriawasexamined.

Bothantigenswerepresentinルr.彦uberculosis,M.bovisandM.microti,withasoleexception

ofhighlyisoniazid-resistantstrainsofthesemycobacteria,inwhichnoβantigenwasdetectable.

αkansasztandafavtωmantigens,cross-reactingwithanti一 α一serum,weredetectedinM.kansasii

andinmanystrainsofル1.avium,GroupsIIandIIIofatypicalmycobacteriaandルt.lepraemu.

rium,respectively,butnoβantigenwasdetectableintheseorganisms.

NeitherαnorβantigenwaspresentinGroupIVandothernonpathogenicmycobacteria.

Antigenicanalysisofmycobacteriawasconsideredtobeoneofthemostpromisingmetbods

foridenti且cationordifferentiationofmycobacteria.

5.Identi丘cationorDifferentiationofMycobacteriabyAllergicReaction

Tuberculinreactioninguineapigswasfairlyspeci且cwhentheanimalsweresensitized

*FromResearchInstituteforMicrobialDisease3,0sakaUniversity,Yamada-kami,Suita,

Osaka,Japan.
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withatypeofmycobacteriaandtestedwiththepuri丘edtuberculinpreparedfromthehomologous

type.

6.Identi負cationorDifferentiationofMycobacteriabyVirulenceTests

Generallyspeaking,thepathogenicityofmycobacteriaforexperimentalanimalsshowed

widevariety,butthevirulencetestemployingrabbitscoulddistinguishハ4.ω 伽 祝fromGroup

IIIofatypicalmycobacteria.Thevirulenceoftheformerwasmuchhigherthanthatofthe

latter.

7.Classi丘cationofMycobacteriabyStatistica10bservations

BasedonthenumericalmethodsbyAdansonandothers,anattemptwasmadetoclassify

themycobacteriaintoseveralpatternsbyquantifyingthevariousbiochemicalandcultural

charactersofthebacilli.Butinordertogetthefinalanswer,furtherinvestigationsare

necessary.

昭和40年 第40回 日本結核病学会総 会(於 仙台市)

に おいて 日本結核病学会 内に抗酸菌 分類 委員会を も うけ

る ことが議決 され,同 年6月 同委員会が構成 されて私が

委 員長を命ぜ られ,爾 来 今 日まで各委員の も とで研究が

行 なわれて きた。 こ こに委員長 として各委員の得 られた

成 績を総括 しそ の概要 を報 告す る。

抗酸菌の再分類 の必要 性は今 日世界各国で唱 えられ て

お り,そ の主た る理 由の1つ はいわゆ る非定型抗酸菌に

対 す る注 目で ある。

抗酸菌の再分類 を企 図す る場合,純 細菌学的 な立場か

らの分類 と,臨 床 細菌学 的な立場か らの分類 と2つ の方

法が考え られ るが,日 本結核病学 会が この問題 を取上げ

たの も,日 本にお いて非 定型抗酸菌症 が着 目されは じめ

たためであ り,し たがつて本委員会に課せ られた使命 は

臨床細菌学的 な立場 からの抗酸菌の再分類法の検討で あ

る。

本委員会は まず 研究の手初め として,日 本を は じめ各

国で分類 された いわ ゆ る非定型抗酸菌をで き る だ け 集

め,こ の中か ら標準菌株(表1)を 選び,こ れ らの菌株

の諸性状を既分類抗酸菌 の諸性状 と比較検討 し,既 分類

抗酸菌 との鑑別 法,あ るいは これ らの菌株 の同定法 を確

立 し,そ していわ ゆる非定型抗酸菌の分類学的位置づ け

を しよ うとす るにあつた。

しか しなが ら これ らの研究はあ ま りに も膨大で あ り,

限られた時間 と研究 費では,と うてい抗酸菌 の再 分類 と

い う遠大な 目的 に達す ることがで きず,現 在 までに得ら

れ た成果は微 々た る もの といわねばな らない。

したがつて本 日の報 告はす べて抗酸菌 の鑑別 あるいは

同定法に関す る研究成績 であ る。

い が,既 分 類 抗酸 菌 との 鑑 別 に 決 定的 な 因 子 とは な りえ

な い 。M.kansasiiの 光 発 色 性 は 特 徴 的 な もので あ るが,

Table1.StandardStrains(TheCommitteeon

theClassificationofMycobacteria,The

JapaneseSocietyforTuberculosis)

M.tuberculosis

H37Rv

H37Ra

Kurono

AoyamaB

ImamuraNo.6-K

ImamuraNo.6

M.bovis

Ravenel

TC50

BCG(Yoken)

M.〃zicroti

Vole-D15

Vole-OV205

Vole-N8710

M.avium

Kirchberg

Flamingo

Chester

E38686

Nagoya59

M.kansasii

1.培 養 性状による鑑別,同 定

1)集 落の形態,そ の他

いわゆる非定型抗酸菌はS型 集落を形成するものが多

P8

P16

Nagai(PJ-1)

Kat6(PJ-3)

GroupII(Runyon)

P5

P6

Matsumoto(SJ-1)
Ishii(SJ-2)

Nagashima(SJ-8)

GroupIII(Runyon)

P2
P7

P23

P25

P39
P42

P47

Ueda(NJ-1)

K6fu(NJ-2)

Gam6(NJ-3)
Shimamoto(NJ-15)

GroupIV(Runyon)

M.runyonii

Yamamoto(RJ-1)

Sat6(RJ-2)

M.プbrtuitum

Miscellaneous

ルf.ulc〃ans

ハ4.〃z〃 痂 駕〃z

ルf.P〃ei

ルr.s〃zegmatis

ルt.607

M.∂utPtricum



1968年10月 439

Table2.GrowthCharacteristicsofMycobacteria

＼
＼Colonial

'
＼ifeature

Type＼)L ,1

ルf.tubeγc410sis

M.bovis

R

R

Pigmentation
(Glycerolagar)

Indark Inlight

White

～F
aintly

yellow

Similar

indark

Rangeofgrowthtemperature

(Ogawa'smedium,4weeks)

22。 37。 42。 45。

冊

White

～F
aintly

yellow

Similar
indark

一1± ～ 一肝

Utilizationof
carbohydrates

Gly-
cero1

+～ 帯

Glucose I

Remark

M.micアoti R

White

～
Faintly

yellow

Similar

indark ±～ 十

M.avium S

ル1.kansasii La塁ly

iR

GroupII
(Runyon)

White

～
Light-

yellow

Similar

indark 十～±

White

～
Light-

yellow

Light-

yellow

～

Orange

Orange

～
Orange-

red

ll

吐 ～+i冊

Il

S
Similar
indark

土～朴 冊

GroupIII
(Runyon)

S
very

rarely

R

GroupIV
(Runyon)

R

㏄
S

White

～

Light-

yellow

Similar

indark

Light-

vellow

～

Orange

Similar
indark

土～ 十 冊

什 冊

十

冊

　 ロ
Il

Il

-1土 ～+… 朴

什

冊 土 一升

冊 土

冊

冊

土～柵

(2～4days)

帯 一～ 十

帯

十ト～帯

帯

十1-～

So血estrains

utilize

91ucose

poorly.

帯

R:rough,S:smooth

継代培養に よつて変化す る場合 のあるこ とが 留意 されね

ばならない(表2)。

2)発 育温度域

人型菌,牛 型菌は低温(30。C以 下)ま た は高温(42。C

以上)で は増殖 しがたいが,1,2の 特殊 な'菌株 を除 き他

の菌株は低温,高 温で もよ く発育す る ものが多い。 した

がつて発育温度域は人型,牛 型菌 を他の菌株 から鑑別す

るのに ある程度の示標 としては役立 ち うる(表2)。

3)発 育 速 度

RunyonのGroupIV(rapidgrowers)に 属す る菌

群,お よびM.Phlei,M.smegmatisな どのいわゆ る雑

菌性抗酸菌群は他 の菌型 の菌株 よりその発 育速 度が遙 か

に早 く,容 易に他の菌型 の菌群 と区別 しうる。 これらの

発育の速い菌群は一括 してい わ ゆ るrapidgrowersと

して個 々の菌株の間の異 同が 今後 更に詳細に検 討 されね

ば ならない(表2)。

4)炭 水化物 の利 用

RunyonのGroupIIIに 属 す る菌 株は炭素源 として

Table3.LossofAcid-Fastnessbythe

UltravioletIrradiation(Murohashi)

Type

M.tube7・culosis

M.bovis

ルT.〃zicroti

M.aviu〃z

M.leansasii

GroupII

GroupIII

GroupIV

Irradiationtime
・requiredforloss

ofacid-fastness

of50%organisms

(Hour)

Irradiationtime
requiredforloss
ofacid-fastness
ofallorganisms

(Hour)

'

7

7

4

3

Nottried

Nottried

O

O

ca.14

ca.14

Nottried

ca.13

ca.12

ca,11

5

0

Driedsmearswereirradiatedwithgermicidallamp,Maz・

daGL15,atadistanceof10cm,stainedwithvictoria

blueafterflame一 丘xation,anddecolorizedwithO.1%

nitricacidin70%ethanolfor20minutes.

glycerolと 同 様 に91ucoseを 利 用 し う る もの が 多 く,

この 点 鳥 型 菌 との鑑 別 に 用 い うるが 決 定 的 な もの で は な

い(表2)。
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5)紫 外 線照射に よる抗酸性 の脱却

室橋 博士 らに よつて 開発 された方法

で,抗 酸 性の脱却に要す る紫 外線照射

時間 は各菌型に よつて異 な り,抗 酸菌

の同定あ るいは鑑別の補助 手段の1つ

として有用な もの と思われ る(表3)。

2.生 化学的 な性状 による

鑑別,同 定

Niacintestは 人 型 菌 に陽 性 で 僅 少

の もの を 除 き他 の菌1朱 で は一 応 す べ て

陰 性 とみ な され る ので 人型 菌 と他 の 菌

株 との 鑑 別 に 有 効 な手 段 で あ る。 そ の

他,nicotinamidasetest(牛 型 菌 に 陰

性),pyrazinamidasetest(牛 型 菌,

M.kansasiiに 陰 性),formamidase

test(雑 菌 性 抗 酸 菌 に 陽 性),urease

test(鳥 型 菌,RunyonのGroupIII

に 属 す る菌 群 に 陰 性),arylsulfatase

test(長 期 法)(RunyonのGroupIII

の 非 定 型 抗 酸 菌 に 陽 性)な ど,各 菌 株

の鑑 別 に あ る程 度 利 用 す る こ と が で

き,ま た 人 型 菌,牛 型 菌 は 耐 熱 性 の

catalaseを 欠 くな ど,生 化 学 的 な 検

索 方 法 を 組 み 合 わ せ る と各 菌 株 を 鑑

別,同 定 す る こ とはか な りの 程 度 に 精

密 に 行 な い え る が な お絶 対的 な もの と

は い い が た い(表4)。

3.Phageに よ る各 菌 株 の 鑑 別,

同 定

抗 酸 菌 を 溶 菌 す る 数 多 く のpbage

が 分 離 さ れ,A-6,B-6,C-3,D-4,

L-1,L-6,Y-10な どのphageを 用

い て 抗 酸 菌 を 鑑 別,同 定 し よ う とす る

試 み が な され て きた が,phagetyping

の研 究 は い まだ 下十 分 で あ り,現 状 で

はphageに よ る各 菌 型 の 完 全 な鑑 別

は不 成 功 に 終 つ て い る(表5,6)。

4.血 清反応に よる鑑別,同 定

抗酸菌 を抗原分析に よつて 同定,分

類 しようとす る新 しい研究が 米田教授

に よつて進 め られてお り,同 教授 は数

種の抗酸菌 の非加熱培養濾液 より蛋 白

抗原 α,β を分離精製 し,こ れ らを用

い て多 数の抗酸菌について抗原分析 を

行 ない,次 の ような成績 を得 ている。
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Table5.SchemeforPhageTypingofMycobacteria (Murohashi)

Mycobacteria
No.of

藩 糖iD2も 詳1・IBl
「

L1

Phagepattern

M.tuberculosis

M.ろovis

M.micro彦i

M.avium

M.leansasii

163

18

1

6

10

Runyon

GroupII

GroupIII

46

41

柵

・肝

帯

十

十

i『

}-

1 -L

喜ll墨艮1投漉 GS4E DS6A

一f-

-1-

1

(10)

(13)

(1)

(5)

(5)

(10)

(13)

(1)

(5)

(5)

(5)

(5)

)
'

ク

5

一
5

(

(

():Numberofstrainstested.

Table6.SchemeforPhageTypingofMycobacteria (Toda,Takeya)

Mycobactcria Strainstested

M.kansasii
P16and7strains

P8

Phagepattern

B1!C3
」1 些LL曼

十

8,13A宰412P1,P3

十1+～ 一}l

i
　 　 　

1・

1+～ 一!-1

}

GroupII

Onestrain

Matsumotoandonestrain

Ishiiand4strains

P5,P6,Nagashimaand・Sstrainsl

十

十

十

一

十

Runyonl

GroupIII

}F
ourstrainSl

Twostrains[

Gam6and4strains

Onestrain

P2,P7,P23,P25,P39,P42,

P47,Ueda,K6fuand19strainsl

_.一_1

十

十

一

十

1

Miscellaneous

ルf.〃zaγianu〃z

ル1.scroj41aceum

、M.Parafiinicum

十

十

十

一

十

十

十

十

① 人型菌,牛 型 菌,鼠 型菌はすべて α,β 抗原を と

もに有 しているが,こ れ ら以外の菌型の抗酸菌にはすべ

て β抗原を証 明 しえない。 また ノ、型 菌,牛 型菌 のINH

低耐性菌 には菌 体内に β抗 原を証 明 しうるが,菌 体外に

は これを証 しえず,INH高 耐性菌 で は 菌 体 内外いず れ

に もβ抗原 を証 明 しえない。

②M.leansasiiの 培養濾液 よ り人型菌 のα抗原 とは

一部性質を異 にす る αp8抗 原が,ま た鳥型菌 の培養濾

液 よ りは αならびに αP8抗 原 とは一 部の性質 が異 なる

afavtum抗 原 が分離精 製 された。αps抗 原 は1,2の 例

外を除 きM.kansasiiに 特異的 で あ る。Clfαvtum抗原は

鳥型菌の試供株 す べ て に存 在 し,し か もRunyonの

GroupIIお よびIIIに 属する菌株 は この抗原の有 無に

よつて2群 に大別 され る。

③ 最近人型菌 と牛型菌 との鑑 別に利 しうる と考え ら

れ る抗原が分離 された。

以上の抗原分析に よる抗酸菌の鑑別,同 定 の研究 は極

めて興味深い ものであ るが,い まだ完全 なもの とはいい

がた く,今 後の進 展が期待 され る(表7)。

5.ツ ベルク リン反応を利用 した

各菌 型の鑑別,同 定

人型菌 ならびに数株のいわゆ る非定型抗酸菌の培養濾

液か ら得られた精 製 ツベル ク リンπを用いて,そ れぞれ

対応す る菌株 で感作 もし くは感染 した モル モ ッ トに ツベ

ル クリン反 応を行な うと,か な り明らか に各 菌 型 を 同
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定,鑑 別す るこ とがで きる。 しか しこれは動物実験 とい

う比較的単純 な系では じめ て可能 であ るので,感 染あ る

いは ア レル ギ ー状態が複雑 と考 えられ る人体では ツベル

ク リン反 応の強弱に よる感 染菌の菌型の推定は慎重に取

り扱わ れねばな らない(表8)。

また この種 の研究 では,更 にその基盤 となる精 製 ツベ

ル ク リンの物理 化学 的な単一性 あるいは得られた精製 ツ

ベル ク リンの間の共 通抗原性,な どの問題 の解決が望 ま

Table7.AntigenicAnalysisofMycobacteria(1)

(Yoneda)

れ る。

6.各 菌型の菌株 の小動物に対す る病原 性について

いわゆ る非定型抗酸菌 はモル モ ッ トに対 しては一般に

その病原性は人型菌 に比 して弱い。 マ ウスに 対 し て は

M.kansasiiは 人型菌,牛 型 菌,鳥 型 菌 と同程度の病原

性を示 し,RunyonのGroupIIIに 属 す る菌群 にも比

較的強い病原性 を示 す も の が あ る。 またRunyonの

GroupIIの 菌群 の ものは一般に マ ウス に対 して も病原

Group
Typeof

mycobacteria

Antigendetected

α β

M.ろovis

11レf
.tuberculosis

十

十

十

十

9廼

+

+

YX

十

一

Table7. AntigenicAnalysisofMycobacteria(II)

(Yoneda)

Group Strainsofmycobacteria

2

Antigen
detected

α β

M.∂o〃f∫

(INH-resistant)

ルf.加 ゐθγ01410S∫S

(INH-resistant)

十

十

1「+

-

1
一

十

十

1レf.kansasii

ハ4.〃zaγinu〃z

く

1
αkαn.1--

1

十

、ISt「ainsofM・bovisiSt
rainsofルf・tubercz"osis

2

INH-resistantstrainsof

M.bovis

INH-resistantstrainsof

ハ4.tubeγculosis

3

M.avium

ハ4.ulce7ans

M.Paアatuberculosisα α".

M.balnei

M.lePγaemuriu〃z

ルτ.〃zaγianl〃n

ル1.sp.ご7(1uae

ル1.xenoPei(?)

α

　 ゆアコ

aq(?)

十

M.ノbγtuitum

M.vaccaθ

3

十

十

十

!M・kansasii(P8and8strains)iαkan.

4

StrainsofM.avium

Scotochromogenic
(P6and4strains)

Nonphotochromogenic
(P39,P47and7strains)

十

十

ハ4.P〃ei

ルf.5〃 昭9〃zatis

4

α α" .

lStrains・fM.f・rtuitum

Strainsof1レf.Phlei

Strainsof1レf.smeg〃zatis

Photochromogenic

(P16and2strains)

Scotochromogenic

(P5and6strains)

Nonphotochromogenic

(P2,P42and7strains)

Table8.Cross-TubercuilnReactionbyPurifiedTuberculinProteinπ (Toda,Takeya)

Guineapigssensitizedwith

πpreparedfrom
　

iM・tZtb〃 ご・1 ル1,kansasii GroupIII

H37Rv

M.tubeγe.

M.leansasii

GroupIII

Hs7Rv 14.2

BostrumD-35

ルr.kansasii

P22

100616

121326

P7

5.0

8.5

4.2

.5.0

5.7

7.5

Bost.M.P22

D。35kans.
100616121326P7 讐II肱 器㌦ 幽

M.avium

10.09.08.6

10.812.5

14.014.0

10.010.5

11.0

13.0

12.2

9.06.67.0 4.7 8.3

7.57.05.8

9.59.88.6

6.54.75.8

7
.

7
8

0

Pり

5

FO

ら0

ρ0

(U

7

7

4

2.5

8.38.0

8.78.5

8.87.0

7.3

6.3

8.7

12.514.310.3

13.515.010.3

13.011.315.3

3.0

4.0

3.0

10.7

10.7

9.0

11.2

11.2

12.3

5.0

3.0

3.5

P6 5.7

M.Phlei 2.5

7.08.57.0 11.513.016.0

3.02.54.0 5.06.0

7.3 14.8 4.5

5・・13・ ・i4・9 13.5
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Table9.PathogenicityofMycobacteriaforLaboratoryAnimals

＼
　

恥＼

Rabbit Guineapig Mouse

M.tuberculosis

Chicken

0
9
偶
Φ
一コ
』
咽㌧
r

V

MV

AT

AV

ルf.bovis

v
膿

訂

卿

一言

St・ain・test・d塁

一 斐

Strainstested

0
9
賃
Q
一
コ
』
嗣医ノ

Strainstested

K

E

り

　

㎝
面
煎
鵬

肛
N

捻

胆
N

語

窟

㎜

盤

慰
駕

璃
㎞

m
恥
㎞

恥

V

MV

AT

AV

H37Rv,Kurono,

ImamuraNo.6-K

AoyamaB

INH-resistant

H37Rv;Imamura

No.6

H37Ra

V

O
り
=
Q
【ゴ「
一
噌kノ

盈 識8撃KIV
INH-resistant

H37Rv

Strainstested

Ravenel,TC50

BCG(Yoken)

MV

ATImamuraNo.6

1

AvlH37Ra

MV

AT

iAV

ViRavenel・TC50

Mvl

ATIBCG(Yoken)

AV

ルf.〃ziごγoti

v

剛
訂

卿
N8710)

lV

lMvi

ll

lViRavene1,TC50

1MV!

1ATBCG(Yoken)

AV・

v
蜘

訂

酬

M.avium

V

V

T

M

A

AV

.ル1.leansasii

V・le(D・5・ ・V2・ 臥IATV・le(D・5・ ・V2・5・;AT}N87・ ・)

N8710)
AV

V
MVVole(D15 ,0V205,

l
Avl

Kirchberg,Nago-I
ya59,Flamingo,lV
E38686

1罫}繍黙
E38686

v

㎜

AT

IKirchberg
,Nago・

ya59,Flamingo,

E38686

V

T

V

V

M

A

A

VA

V

MV

AT
l

iAVj

AV

V

V

T

V

V

M

A

A

MV

V

MVl

lATl
AV

T

V

A

A

GroupII
(Runyon)

P16,P8,

Nagai,Kat6

V!臨iア 畏at6

膿!i

AV

V

T

V

V

M

A

A

lV
lMvl

iAT

IAvl
Il

i凶

i雛 象s乱品

v
W

訂

Kirchberg,Nago・

ya59,Flamingo,

E38686

GroupIII
(Runyon)

GroupIV
(Runyon)

1}Ishi曲 　 hi-}AV}

V

T

V

M

A

AV

V

T

V

V

M

A

A

P2,P7,P42,P47,

}P23,P25,Gam6,Ueda,Shimamoto

v
W

訂

酬

v
㎜

訂

撰

1;

}VlV

}1難盤1:聯 灘 報li欝

i副医

周

V

欝I
lAvi

V:VirulenttMV:Moderatelyvirulent,AT:Attenuated,AV:Avirulent
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性 が弱 い。 興味のあ るこ とは ウサギに対す る病原性に鳥

型 菌 とRunyonのGroupIIIの 菌 群 とでは顕著な差が

み られ るこ とで あ り,鳥 型菌 の病原性 が遙 かに強 く,こ

の点鳥型菌 とGroupIIIの 菌 との鑑別に十 分 利 用 し う

る(表9)。

7・ 抗酸菌の 諸性状の数量的な取扱 いに よる

抗酸菌の 分類の試み

Adansonの 方法に ならい,抗 酸 菌 の 示すい ろいろな

性状 を一応 等価 とみな し,こ れらの諸性状を数量的に取

扱つ て抗酸菌 を分類 しよ うとす る試 みが東村 博士,岡 田

教授,青 木博士な どに よつ て研究 されて いる(図1)。

東村博士 は彼の研究を通 じて 抗酸菌 を ユ5のspecies

に分けてお り,ま た青木博士 らは東 村博士のデ ータに林

氏の数量化理論 を応 用 して各種 の抗酸 菌396株 が大別 し

て9の パ ターンに分か れ うるこ とを示 してい る(表10)。

この場合,数 量的に取扱 い うる抗酸菌 の諸性状 は,菌

の培養 に際 してN源,C源 として どの よ うな物質 を利用

し うるか とい うような培養性状,菌 の示す生化学的 な諸

性状,化 学物質 に対す る感受性,な どの簡単な性状に 自

Table10.ClassificationofMycobacteriawith
92EffectiveCharacters(M.Tsukamoto)

Fig.1.GroupsofMycobacteriaDividedby

NumericalMethod(OKada,Aoki)

0.05

0.01

0

-O .01

一一〇
.05

冨

S(・c〔}nd

、alue

印

12
國

1
一 ,'馬 、

,/18ノ噛

一

一 ⑨ 17く 舳

ノ'
,ノ

摩

..霧 夢,覧

孕 Db

禽 ぐ秀＼ ・ 13ノ
Fh

)、 ) val

, ◎
■ 53

瞳 £つ
- 一

一

口 14

,

隅

1● ■gr 畠 」 ・ 邑 ■9 ・ 虚 ■ 匪

一〇.05 一〇.OlOO。01

11ノ し1.tuberculosis19

12ノ 匠.kansasii(1)51

13ノ し1.〃zarinZt〃2(1)52

14ルf.borstelense(m)53

16ルf.aviu〃z(皿)56

17NonPhoto.(皿)57

18ル1.aquae(ll)

0.05

ルf.thermOresist.(皿)

M.P〃ei(IV)

ルT.runyonii(IV)

M.fOrtuitu〃Z(Ar)

M.Parafortuitu〃z(IV)

ルT.ε〃1e8〃zatis(IStr)

1.ル 乏ソcobacteriu〃ztu∂erculosissubsp.tuberculosis

2.ルlycoba`彦eriz〃znovu〃z

3.ルlycobact〃iumkansasii

4.ルfycobact〃 伽 〃z〃z〃inu〃z

subsp.bovis

5.ルfycobacteriu〃zαz/zu〃zsubsp.αz/iu〃z

subsp.gastri

subsp.terγae

subsp.intγace〃ulare

subsp.∫ ごγoLfulaceu〃z

subsp.xenoPei

6.Mycobacteriu〃zth〃 〃zoresis彦ible

7.Mycobact〃iu〃zchitごze

8.ルfycobact〃 伽 〃リ ウ〃ei

9.Mycobacteriu〃zプbrtuitumsubsp.ノbrtuitu〃z

subsp.abscessus

10.Mycobact〃iu〃ztha〃znoPheos

11.Mycobacteriu〃zγhodochγous

12.ルlyごoゐoro'〃 伽 〃zvaccae

13.ルfycobact〃iu〃zborstelense

14.ルTycobacteriu〃zP〃afortuitu〃z

subsp..Paraプ'oγtuitu〃z

subsp.aurum

15.ルf:ソooう αo'eriu〃zs〃zeg〃zatissubsp.s〃zeg〃zatis

subsp.laごticola

Table11.Summary(A)

Type

M.tub6γculosis

ルf.bovis

M.〃zicγoti

M.avium

.ルf.kansasii

GroupII
(Runyon)

GroupIII
(Runyon)

GroupIV
(Runyon)

L
Photochro-
mogenicity

Growthcharacteristics

Growthrate

十

(Week)3
～4

3～40rmore

3～40rmore

3～4

3～4

3～4

4～3

)y
4要

Rangeof

growth
temperature

UV-irradiationtimefor
lossofacid-fastness

50%10ss 100%10ss

37。

37。

37。

37～45。

22～45。

22～42。

22～45。

22～42。

(Hour)
7

7
・

4

Q
σ

0

0

(Hour)
14

14

13

12

11

5

0

Pathogenicityfor
laboratoryanimals

Rabbit Chicken

Moderate～

Avirulent

High～Low

Low

High

Low～

Avirulent

Low～

Avirulent

Low～

Avirulent

Avirulent

High

Avirulent
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Type

Table11.Summary(B)

BiochemicalCharacteristics

Niacin
AmidascsArylsulfatase

夏撫1囎 器 儲 急ぎ廿iUrea3week・i3day・

Distributionof

specificantigens

α β 瓦

ルt.tuberculosis

M.bovis

ルT.〃zicγoti

M.avium

M.kansasii

GroupII
(Runyon)

GroupIII
(Runyon)

GroupIV
(Runyon)

十

十

十

十

十

十

十

(+)

十

(一)

十

十

十

十

(+)

十

(一)

十

十

十

十

十

十

十

十

(一)

十

(一)

十

十

(一)

十

(一)

十

(一)

十

十

十

十

iα α。.

「
αkαn.

α αη.

α αη.

十

(一)

十

(一)

十

十

ら限定 され るきらいが あ り,し か もこれ らの諸性状が 竿

価である と断定 しうるか とい う点に疑問が存す る。

したがつて この種 の研究 に際 しては,菌 の示 す諸性状

の うちどのよ うな性状 を等価 のeffectivecharacterと

して取上げ るか,ま た よ り複 雑な諸性状,た とえぽ免疫

学的性状,phageに 対す る感受性,動 物 に 対 す る病 原

性などを どの よ うに してこの研究 に組入れるか,し か も

これらの複雑 な性状 をた とえばformamidaseの 有無 と

い うよ うな単純 な性質 と等価 とみ なすか,な どの点 がま

ず十分に検討 され るこ とが望 まれ る。

以上各委員の現在 までの研究成績 の主要 な ものを と り

ま とめてその概要を記述 した。 これ を要 約す る と表11

の よ うに なる。 しか しこの段階で は抗酸菌 の再分類 とい

う目標には,な おほ ど遠 い といわねば ならない。 諸外国
ノ

で もこの種の研究は盛んに行 なわれ てお り,本 委 員会 と

して もこれ らの外国研究者 グル ープ とすで に連絡 を保つ

てい るが,今 後更に連繋を密に して研究 の一 層の進 展を

はか りたい。

抗酸菌分類委員会委員'高 橋義夫(北 大)岡 捨己 ・今

野淳(東 北大)岩 崎龍郎(結 核予防会結研)室 橋豊穂

・佐藤直行(国 立予研)染 谷四郎(国 立公衆衛生 院)

牛場 大蔵(慶 大)日 比野進 ・山本正彦 ・岡田博 ・青木

国雄(名 大)東 村道雄(国 療中部病)米 田正彦 ・堀三

津夫 ・庄司宏(阪 大)占 部薫(広 大)武 谷健二(九 大)
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第43回 総 会 一 般 演 題(1)

GeneralPresentationoftheReportsatthe43rdAnnualMeeting(1)

疫 学 ・ 管 理

疫 学 ・管 理 一一1

1.北 海道1コおける結核患者の実態 。清水敏 ・稲村実

(北海道 衛生部)

〔研究 目的〕北海道 におけ る結核患者 の 中 で特 に長 期患

者について法34条 お よび35条 別に実態 を調査 し,今

後におけ る北 海道の結核対策 の基本方針 を樹立せ ん とし

た。 〔研究方法〕北海道 内全保健所 よ りの調査成績 を集

計,分 析 した。〔研究成績〕北海道 内の届 出結 核患 者総

計は昭和42年7月1日 現在で51,787名 で,そ の うち法

34条 に よる者 は46,336名(89・5%),法35条 に よる命

入患者は5,451名(22.8%)で あ る。化学療 法7ク ール

以上の長期患者は34条 患者 中22.8%,35条 患 者中の

38・6%を 占めているが,こ の35条 に よる長期患 者の長

期化 した原因は難治結核のた めが77・4%で あつ て,排

菌者は35条 長期患者の69.1%に 達 して いる。 これ ら

長期35条 患者の費用区分をみ る と40%が 生保,34%

が国保であつて健保 患者は13.9%と なつてい る。35条

のこれら患者の入院施設は74.1%が 公立機関 であつ て,

この種患者の大部分 が公立医療機関にた まつて いるこ と

を示 している。 〔結論〕結核患者が減少 し てい る とは申

せ長期の結核患 者がかな り存在 し,難 治化 の状態 で主 と

して公立施設 で入院生活を送つてい る。かか る患者 の長

期化 した要因を更に追及 して今後の長期化防止 の対策 を

実施 したい。

2.東 北地方に お け る 在宅結核患者 の実態調 査.活 動

性感染性 患者について 国療東北地 区共 同研究 班:太

田真(国 療岩手)沼 田哲三(国 療臨浦 園)松 田徳(国

療宮城)。 小林六郎(東 北地方 医務局)

〔研究 目的〕最近の結核患者減少下 に お け る結 核予防対

策は偏在化 してい る潜在患者 の発見 と共に登録在宅患者

の管理の適否に注意 を向けねば ならぬ。 そのため入院加

療を より必要 とす る在 宅活動 性感染性患者の実態を検討

す る。 〔研究方 法〕東北 管内国立療養所を 通 じて 管轄お

よび隣接 保健所 管内の在宅医療お よび医療な しの活動性

感染性結核患者(昭 和41年 末現在登録)の10%を 無

作為に抽出 し,こ れを集計 した。 この際学会分類1・ 皿

お よび 皿型のみ とあらか じめ定 め所定 の項 目につ いて保

健婦 を通 じて個別調 査 した。 〔研究 成績〕① 調 査保健所

数43,活 動性感染性患者10,346名 中在 宅医療3,454名

(33・4%),医 療 な し1,072名(10.4%)で 実際の調査数

は430名 であ る。② 調 査患者の うち男300名(69・8%),

女130名(30.2%)で,40～59歳204名(47.4%),60

歳 以上144名(33.5%)で 大多数 を占めている。③ 学会

分類 では1型42例,皿 型365例(849%),皿 型23例

で,菌 陽性107例(24.9%),菌 陰性156例(36・3%)で

他は不明であ る。発見 よ りの期間は5年 未満 と5年 以上

とがほぼ相半ば してい る。④ 受療状況につい てみ る と

既 往に入院あ りが237例(55.1%)で 外来継続中312例

(72.6%),外 来中止91例 で,ほ とん ど全例化学療法 を

受けてい る。入院の期間は139例(58.6%)1年 以上で,

化療 期間は大多数1年 以上であ る。⑤ これ らの患者 の う

ち働 いてい る者274例(63.7%)で,こ の うち菌検査施

行 した167例 中40.1%菌 陽性であ る。働 いている者 の

うち54.7%は 普通なみ の労働時 間であ る。⑥ 入所 しな

い理 由 として2つ 以上の答を も求めたが,医 師 の 指 示

222例(51.6%),「 家業がな りたたぬ」99例,「 病覚 な

し」 が76例 等であ る。医師か らの 「入院で も外来で も

よい」 とい う指示 と菌陽性者に対す る 「外来 で よい」 と

い う指示 には問題 点があ る。⑦ 命入制度 のあるこ とを知

つてい るもの342例(79.5%)で この うち入所手続 の申

請 を した もの85例,実 際に許可 を受 けた者74例 であ

る。⑧ これ らの患者の経過は軽快20.0%不 変58.6%,

悪化14.9%で ある。 〔結論〕在 宅活動性感染性患者430

名の うち男多数壮老年層お よび 皿型が大多数 を占め,こ

の うち菌陽性者,入 院加療不十分 の者,普 通 なみ の労働

を してい る者 も多 く,医 師の指示に も問題点 がある。

3.九 州におけ る結核 の現 状 分析 城戸春分生 ・岡原

哲爾 ・坂梨寿恵夫 ・o本郷 尚史 ・中村博見 ・内山泰也

(九州結核予防研究会議)

我 々は先に死亡調査を行 ない,社 会的 因子 のみならず 医

療に も関係が あるこ とが分か り,つ いで死亡票の調査で

は,発 見 の遅れ ているこ と,治 療 お よび化療 期間が短 い

こ と,外 科療 法が少 ない こと,発 見 方法 として集団検診

に よるものが少 ないこ とを報 告 した。 したがつて今回は

特 に集 団検診 が よく行 なわれた地区の生存者(現 在登録
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老)に つ いて これ らを検討 した。 〔方法〕一 般住民検診

が90%程 度行 なわれてい る人 口1万 人前後 の町 村,九

州各県数 カ所 の結核登録者 に つ い て検討 した。 〔項 目〕

① 登録率:九 州は全国 よ り高 いが,な お 実態 調査 の数

に及ばず,な お未発見者 があ る。② 病 型別登録者数,③

登録時 と現在 の病型比較:重 症者 の把握 率は高 く,年 次

的に漸次軽症 化 してい る。④ 要指導者 お よび 要医療者

家族集積 率,⑤ 学会病型別菌 検査状況 に つ い て報 告す

る。 〔ま とめ〕 前回調査で疑 問 と して い た集団検診 に よ

る発見は,生 存者(現 在登録者)の 調 査では,他 の発見

方法に比 し高 率であつた。発見 の遅 れに よる重症者が減

少 し,今 後 の結核死亡率の改善 を期待 しうる。 一方過去

に発見 され た1,皿 型 の重症者 に問題が残 されてい る。

手術療法 お よび化学療法につい ては十 分の検討を行なえ

なかつた ので後 日報告す る。

〔質問〕 岡田博(名 大予防)

九州全体 ではな く大 き く北 と南 に分けて,両 地域で様相

はか な り異 な ると思 うが実状 は どうか。

〔回答〕 本郷 尚史

北九 州等 の事 業体が多い地区は その対 策のために死亡率

が低 くなつ てい ると思われ るが,九 州の南部,北 部 と分

けては検討 していない。

〔質問〕 梅 村典裕(座 長)

九 州の北 部地 方には企業体 が多いので検診 が行 きとどい

て いるので死亡率が低い とのこ とであ るが,企 業体が多

けれ ば当然若年労働者等が 多 くなるので死亡率を標準化

した場合は ど うか。

〔回答〕 本郷尚史

九 州各県の結核訂正死亡 率を算 定 した が,0・1～0・2少

な くな る程度で,特 に人 口構成 に よる差 があ るとは言え

なか つた。

4.肺 結核化学療法の社会生 物的適応 に つ い て 小松

五郎(神 奈川保健所)

昭和41年 横浜 市神奈 川区人 口196,000の 結 核登録率は

0～4歳,5～9歳 にやや高 く粗死亡 率は市全体 よ りも高

い。病型 別新登録数は 男308,女226で 広汎空洞型は男

に 多 く,肺 外結 核は女に多 く,初 感染 は同数 であ り,死

亡例 では男38,女9で,そ の差は広汎 空洞 型に顕著で

あ る。病 院死亡は72.3%,命 令 入所 死亡は62%,そ の

うち52%は 入院1年 以 内で あつ た。系 統的化学療法の

ない ものは14例 で10例 は成 人病 や喀 血で,1例 は命

令入所 を受 けた兄 よ り入所以前 に感染1年 後に発病,初

めは ロイマチ スとの病名で結核 治療 の不完全な まま死亡

した25歳 の女性で ある。41年 に 発令 となつた命入患者

は62例 で30例 は医学的に感染性 と診 断 されて直ちに

入院,3カ 月3例,6カ 月11例,1年8例,2年3例,

3年4例,4年3例 で,入 院 の期 間に関係な く平均す る

と12%の 家族 感染発病率で あ り,4年 以上を要 して入

結 核 第43巻 第10号

院 した ものは33%と 高率で あつ て,命 令入所制度本来

の運用か ら離れ てい るもの も多 い。化 学療法1年6ヵ 月

の学 会分類 皿の1の 肺 結核の治療効果 を見 ると,治 癒 し

た ものは30歳 以下 で23.8%,空 洞 閉鎖 した ものは33.2

%,こ れ ら経 過の よい ものは50%が 入院6カ 月以上で,

37%が 世帯主であ り,空 洞残存浄化 した ものは33.2%,

空洞残 存 してい るものは5・4%,悪 化2・4%,肺 化膿症

2・4%で,悪 化,死 亡 した ものは高年で糖 尿病 があつた。

長期 化学療 法を受けて いれ ば,在 宅,入 院,退 院 と変転

す る社 会生物的条件 の中にあつて も,学 会分類 皿型の1

以内ならば空洞浄化 を期待出来て,手 術に おいや る必要

も少 ない。化学療法普 及後の地域社会 の肺 結核の感染 と

発病 を当区三 ツ沢東町1,783人 の住宅地 に お い て昭和

38年 からの記録に よつ て調 査す ると人年法に よれば8.1

%の 感染 発病率で0～4歳30%,5～9歳33%と 最 も

高 く,親 子間,兄 弟姉妹 間に多 く,夫 婦間や発端患者間

の親類関係 も見 られた。

〔質問〕 岡 田静雄(結 核予防会大阪 府支 部)

結核 新登録患者の中には3歳 以下の ッ反応陽転 のための

化学 予防 として予防法 の申請 が行なわれてい るものが多

い と思われ るが,結 核患者 としての議論を展 開す る場合

は この様な例はむ しろ除 外 して考え るべ きで はないか。

〔回答〕 小松五郎

結核 登録率の中に陽転服薬 が入つてい るこ とに対 して一

応 皿型結核 と分離 して統計 を と り,皿 型結核 の減少 を観

察 した。

〔質問〕 清水寛(東 京 都渋 谷保健所)

一 昨年 の本学会で私は約2
,000例 に よる新発見患者 の1

年後 の治療成績を報告 した。 その中で空洞の著 明改善率

は55.5%に 上がつて いるが,そ れ と比較す る と演者の

成績 はやや劣 る よ うに思われ る。 ① 患者は全員真 の意

味 の新患か。 ②1年 半の間,治 療 は規則 正 し く行 なわ

れ たのか。

〔回答〕 小松五郎

結 核病学型 皿型の1の 経過 について1年6カ 月 目を見た

こ とは,学 会報告では6カ 月でTagetpointに 達す る と

いわれ てい るが,外 来患者 の療 養態度,服 薬 の模様 から

1年6カ 月に延長 し観 察 し,昭 和37年 か ら区民 として

治療 を受けてい るものは新登録か ら除 いた。

〔追加〕 清水寛(東 京 都渋 谷保健所)

私 も毎年のいわゆ る新 登録患者の実態 につ いて詳細 に調

べてい るが,新 登録 の約15%は 無所見 または非結 核で

あ り,登 録 の重複や再 治療 例が非常 に多 く含 ま れ て い

て,真 の意味 の新 発見患者は約25%に す ぎない とい う

結果を得て いる。 これ か ら推定す る と,我 国の年間新発

生はお よそ7～8万 人 にす ぎな いので はないか と思 う。

結核対策の効果的運 用に当たつて,こ の本 を正す とい う

ことがな い限 り,い つ まで も岡 田氏 の指 摘 された不合理
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な数字は消え ないで あろ う。

5.佐 渡に おける和牛 結核 と人結核 との 関 連性に つい

て(第1報)。 河路 明夫(新 大公衆衛生)篠 川至(新

潟県衛研)本 間ム ツ(新 潟県衛生部)

近年,佐 渡外海府地 区の放牧和牛 よ り,結 核牛 ない しツ

反陽性牛が 多発 し,こ れ と地区住民 の高 い結核有病 率,

新登録 率など との関連が疑われたた め,我 々は和 牛結核

多発地区 を中心 として,ほ ぼ結核実態調査 に準 じた方 法

で疫学 調査を行なつた。 その結果,対 象地 区ノ、口4,367

名の約97%を 調査 しえたが,そ の うちXP有 所 見者262

名(活 動性患 者65名 を含む)で あつた。 また喉 頭粘液

採取543例 中陽性 は13例 であ り,う ち4例 は人型菌 と

判 明したが,残 り9例 は いずれ も非病 原性 抗酸菌 と考 え

られた。菌 陽性例は牛結核発生地区 に多かつ たが,い ず

れ も牛型菌ではな く,ま た結核牛 との関連 もなか つた。

結核牛発生地 区 と非発生地区 とで は,住 民の有病 率にお

いて差を認めたが,個 々の部落別 に検討 する と相 関は認

められなかつた。 またBCG未 接種 乳幼 児(患 者家族 を

除 く)の ツ反陽性 率については,結 核牛発生地区は12.5

%で あ り,非 発生地区 の6.2%に 比 して高い と思われ

るが,有 意差はな く,部 落別 には和 牛結核 発生率 との間

に相関関係はなかつた。従来,和 牛結 核 と人結 核 との間

には関連性が具体的には認 められ ていないが,今 回の調

査で もそれ を認め るこ とはできなかつた。

疫 学 ・管 理 一II

6.健 保検 診 よ り見 た東 京 都 の 中 小 企 業 の 肺 結 核 の 実

態(第5報)。 北 沢 幸 夫 ・浦 屋 経 字(社 会 保 険 第 一一検

査 セ ンタ ー)

我 々は 東 京 都 に お け る 健 保 検 診 の 成 績 を,毎 年 種 々の 観

点 か ら観 察 し て き た が,今 回 は 昭 和40年,41年,42

年 の3年 間 に お け る 要 医療 率,初 発 見 要 医 療 率 の 推 移 を

規 模 別,受 診 回 数 別 に 比較 して,次 の 成 績 を 得 た の で 報

告 す る。 受 診 者 数 は 昭 和40年84,094名,41年75,136

名,42年75,871名,受 診 事 業 所 数 は2,194,1,645,

1850,要 精 密 ば3,805名(4.5%),2,622名(3.5%),

ユ,639名(2.2%)で あ る。 要 医療 は604名(0.72%),

435名(0.58%),275名(0.36%)で 次 第 に 減 少 して い

る。 これ を 規 模 別 に み る と29人 以 下 の事 業 所 で は,

0・97%,0.72%,0.45%,30～49人 で は0.83%,0.63

%,0.45%,50～99人 で は0.71%,0.61%,0.45%,

100～299人 で は0.68%,0.65%,0.29%,300人 以上

で は0.39%,0.38%,0.27%と なつ て お り,3年 と も

規模 が 小 さい ほ ど要 医 療 率 は 高 い。しか し50人 以下 の事

業 所 で の 要 医 療 率 は 半 減 し,規 模 が大 き くな る ほ ど減 少

の 度 合 は ゆ る く,300人 以上 で は減 少 傾 向 を示 した が 有

意 差 とは な ら な い。 これ を病 型 別 に観 察す る と学 会 分類

皿型 中,学 研 分類B型 に 属 す る もの の 減 少 は 軽 度 で あ る
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が,CB型 に属す る ものの減少は著 しい。 また有空洞率

は3年 間を通 じてほぼ0・05%で 不変 である。受診 回数

別に要医療率をみ る と,昭 和40年,42年 にば連続{;{が

最 も低いが,41年 でぽ間欠群 と連続 群 とは 有意差 を示

さなかつた。 したがつて受診 回数 を1年 減 らしても支障

がない と考えたが,3年 間の成績か らみて我 々の対 象で

は毎年1回 検診を行な うのが適 当 と考え られ る。次 に初

発見要医療率 を み る と,0.14%,0.13%,0.13%で あ

つて変わ らない。 これを規模別にみ る と29人 以下では

0.23%,0.18%,0,17%,30～49人 では0.15%,0.15

%,0.19%,50～99人 では0.12%,0.15%,0.16%,

100～299人 では0.12%,0.13%,0.08%,300人 以上

でぽ0・07%,0・10%,0・10%と なつて3年 間を通 じて

規模が小 さいほ ど高い傾向があ る。受診回数 別 に み る

と,各 年度 とも連続群が低い。41年,42年 の初発見要

医療者計199名 の病巣の拡 りと受診頻度 との関係を調べ

たが,連 続群 と間欠群 とでは差がな く,初 回群では病巣

の拡 りの大 きいものが他 の群 よ り も 多い傾 向が ある。

41年,42年 の年齢別初発見要医療をみ る と,10代 が低

く,20代 以上 との間に有意差が み られ た。加齢 と共に

高 くな るこ とは両年 とも同様であ る。初発見要医療者 の

就職 よ り発見 までの期 間を規模 別に 調 べ た が,1年 未

満が25%前 後で各規模の間には差がみ られ な い。結論

として最近3年 間で要医療率は半減 したが,小 規模 の事

業所で著減 した。初発見要医療率は不変で ある。毎年受

診 した事業所 の両率は低 い。

〔追加〕 松谷哲 男(座 長)

小企業 の発病が それ ほ ど多 くなかつ た とい うことに関連

して,そ の従業員 の経 済,労 働条件 な どが果 た して中企

業以上 のそれに比べ て劣悪 である と画一的 に言 えるか否

か に疑問が ある。

〔追加〕 岡 田静雄(結 核予防会大阪府支部)

中小企業 の中でも比較 的大 きな会社 は私達 の管理 してい

る集 団で もあま り発病 率が変 わらないが,小 企業 では中

企業 に比べ て発病者 が減少 している。 これ は小企業 では

結核管理 が進 めば,大 きな企業 よ りむ しろ集中的に管理

が 行なえる。 た とえば受診 率で も中企業に比ぺれば高い

とい う事 か ら説 明出来 る と思われ る。 つま り小企業 とい

え ども結 核管理 が濃厚 に行なわれるな らば却つて中企 業

よ りも大 きな効果を挙げ うるもの と考え られ る。

〔追加〕 千 葉胤夫(国 療東京病)

耐 性菌感染の実例を示 し就業治療の普及に よつて職場 で

の耐性感染例の減少が見 られな い。 これは数年前 の本学

会で就業治療可能だ とい う結論が管理 のよい大企業 なら

いざ知 らず,給 与体系や労働条件 の全 く異 なる中小企業

がお こが まし く真似 る結果 こ うなつた のであつて,近 く

中に就業治療につ いてその後 の遠隔調 査の発 表を希望 す

る。 また結核治療 医の菌検索 な しでの治療に対 し猛省を
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促 したい。

7.金 属鉱 山における胸部 疾 患の管理 。乗 松克政 ・杉

山浩太郎 ・水 原博之(九 大胸研)

〔研究 目的〕遊 離珪酸含量の 少 な い 亜鉛鉱 山従事者 につ

き(粉 塵職歴 者年平均410名,非 粉 塵 職 歴 者 年 平 均

340名)そ の鉱 山が九 州の離島にあ り,粉 塵作業者 の移

動が少 な く長 期に亘つて経過観察 し うる 利 点 か ら,13

年 間 の健康管理成績 を整理総括 し,X線 所見の経年的変

化,切 除肺 の所見 か ら,当 該鉱山粉塵作業者の珪症性変

化の実体を推測 し,ま たX線 所見上塵肺性変化を有す る

者にINHに よる結核の発病防止 を行 なつ て きた結果か

ら,当 鉱 山における管理の方策に資せ ん とした。 〔研究

方法〕①X線 撮 影,全 員年2回 の 間 接 撮 影,粉 塵職歴

者 は3年 に1回 の直接撮 影,結 核な らびに塵肺有所見者

は病状に よ り3～6カ 月毎の直接お よび断層撮影に よる

経 過観察を行 なつ た。② 肺機能検査は塵 肺 有 所 見者お

よび 自覚症あ る ものに年1回,Roの ものは2～3年 に1

回行なつた。③ 粉塵職歴 者で肺結核病巣に 対 して 肺 切

除 術を受けた9例 につ き,切 除肺 の病 理組織学 的検索を

行 なつた。④X線 所見 がPRx以 上の者の うち119名

に1年 ない し5年 間に亘 つて抗結 核剤INHを 毎 日0・2g

投与 した。 〔研究結果〕① 肺結核 で治療 中の ものは入院

1名,外 来治療11名 であ り,労 災第N症 度で 入院 中の

ものは3名(既 退職者)で あ る。就労 中の塵肺有所見者

はR41名,R33名,R212名,R178名,Rx103名,

R。244名 である。② 肺機能検査成績は労災入院 中のF3

2名 を除 いて,就 労中の ものではF24名,F、13名 で

そ の他はF。424名 で あ つ た。 ③ 塵肺結核の肺切除後

8年 以上 の遠隔 成績 は,7例 すぺて塵肺 の進 展 が み ら

れ,そ の うち3例 は高度に進 展 してい る。肺切除9例 中

結核 の再発は1例 に見 られたが更に再切除 し,す べて良

好な経過 を とつ ている。④ 切除肺の病理所見は主病巣に

はすべて珪症性変化 に よる修 飾を受けてお り,珪 肺結核

結節,珪 肺結節,珪 症性 肉芽が程度差を もつてみ られた。

⑤INHに よる結核 予防投与群か らの発病は2名 で 非投

与 群か らは5名 み られ ている。 〔結 論〕胸 部疾 患管理13

年 間の成績を検討 し,今 後 の管理運営 に資 した。

8.某 製鉄所におけ る肺結核の ア フ タ ー ケアの遠隔成

績 松山恒雄(八 幡製鉄所病院健康管理)

昭和35年7月 に肺結核復職者の アフターケア(以 下 ア

ヶ.)が 当製鉄所に設け られ,41年12月 末 まで の入所

者は790名 に達 している。 昭和37年 の本総会で,ア.

ケ.入 所 中約2%の 再 発率で,肺 機能体力の回 復が著 し

く,本 来作業復 帰に著 しい効果を収めた成績 を報告 した

が,今 回は主 として,昭 和36年 ～38年 の3年 間 に 入

所 した男子社 員429名 の,42年4月 現在におけ る就労

状 況悪化等につ いて報 告する。 対象者のア.ケ.入 所時 の

病状,ア.ケ.入 所中 の経過,ア ・ケ.の内容等 に つ い て
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は昭和38年 の報 告に譲 る。 〔対象者〕① 年 齢 分 布,

20歳 代10.5%,30歳 代33.5%,40歳 代40.6%,50

歳代15・4%,② 治療別,化 療 群43・6%,肺 切群(補 成

を含む)50・1%,成 形群6.3%。 〔成績〕① 発病時の三

交代勤 務者252名 中現在 の三 交代者は209名(82.9%)

で,ま た常昼 勤務177名 中現在 の三交 代者 は22名 であ

つた。 この傾 向は各治療群で だいた い同様 の傾向であっ

た。なお アLケ.退 所 後平均5年 間に おける悪化 は19例

(4.4%),こ の うち再 入院10例 認め られたが,三 交代

勤務で は3.7%,常 昼勤で は5.6%で,三 交 代勤務は

特 に悪化に関 係 は な い。② 発病時の重筋作 業 従 事 者

74名 中,現 在重筋は27名(36・5%)で 他は主に中等

作業に配転 されてい る。そ の配転 理 由は主に病状 と重 筋

作業 に高 熱三交代が加重 された 条件を考慮 した例が多い

が,し か し当時の現場の要員事情 の影響に よる所 も少 な

くない。 またア.ケ.退 所後 の悪化 は,重 筋作 業 者 で は

0,中 筋 では368名 中17(4・6%),軽 筋 では33名 中2

(6.1%)で あつた。③ 発 病時の高熱作業者54名 中現在

も高熱作業 に従事 してい る者は23名(こ の うち三交代

重筋は17名)で あ るが,こ の群か らの悪 化は 認められ

ない。他 の31名 は非 高熱作業であ るが,こ の うち病状

等の医学的理 由に よる配転は18名 で,13名 は現場の事

情に よるものである。 〔結 論〕昭 和36～38年 の ア・ケ・入

所老429名 の平均5年 後 の経過 をみ る と,現 場復帰時の

医学的判断に基づ く適性配 置はかな り良好な結果を示 し

てお り,三 交代勤務重筋高熱 作業に関 して も相当な労働

力を発揮 してお り,悪 化は5年 間に4.4%,こ の うち再

入院例は2.3%で 特に高 くなか つた。

〔質問〕 松谷哲男(座 長)

今後 ともア フター ケアの施設 を継続す る必要があ ると考

え るか。

〔回答〕 松 山恒 雄

現在 その規模 は縮 小 しつつあ る。 また現在 の ように治療

の進 んだ ときにあつては,こ の よ うな施設 は必ず しも必

要は ない。 しか し,い わゆ る適性配置 を厳 恪に行な う必

要にせ まられ ている現状では,ア.ケ.中 の経過観察諸検

査記録は非常に参 考になつてい る。

9.結 核 回復者の後 保 護 成 績 佐 々木 よ り子(国 療広

島)

〔研究 目的〕結核 回復者の後保護成績。 〔研究方法〕昭和

34年7月 ～42年4月 に入園 した238名 お よび 同期間に

退園 した242名 につ いて,健 康管理 簿,X線 写真に よる

調査お よび退所後 の現 状をア ン ケ ー トに検討 した。 〔研

究成績〕男159名,女124名 で,年 齢は 各年齢層 に亘つ

てお り主 として20～40歳 が90.8%を 占め,平 均年齢

は35歳 であ る。入 園前 の 治療 は化学 療法のみは39.9

%,肺 切除術37・3%,胸 廓成 形術12.2%,カ リエ ス

10.4%で あ る。入園 までの場所 は療 養所が主で69.2%
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であ る。発病 よ り入園 までの期 間は5年 以内は38.5%,

5年 以上61・5%,そ の うち10年 以上は33.2%も ある。

在園期間は男女 とも10年 である。学歴 は義務教 育程 度

は63.3%を 占めてい る。胸部X線 写真は学研 分類 に よ

り病巣のない もの(術 後)0型 お よびC型 が31.6%,

CB型 は64・2%で あ る。病 巣の拡 りは1は30.3%,2

以上は69・7%で ある。%VCは50%以 下 の低肺 機能

者が38・5%も あ る。入 園中の訓練科 目は経 理 簿 記 が

47%で 最 も多い。編物,タ イ フ な どは女性 が多 く,商

店経営お よび農畜産は 男性が主 である。退 園後の現状を

ア ンケー トに よ りみ る と,83.2%は 社 会復帰 している。

退園後の悪 化は1・4%,入 園中の悪化は4.2%で ある。

〔結論〕入園者の平均年齢は約35歳,主 として療 養所 よ

りノ、園 してい る。 しか し自宅 か らの 入園者 も16.4%で

ある。発病 よ り入園 までの期 間は平均9年,学 歴 は義務

教育程度が多い。胸部X線 写真 では術後 の0型 お よびC

型は31.6%に す ぎな い。拡 りも2な い し3の ものが多

い。%VC50%以 下 が38.5%も あ る。入 園 中 の訓練

科 目は経理簿記が 多 く一応事務的 な職 場へ復 帰 し て い

る。退園者の83.2%が 何 らか の職 に復帰 している。入

園中の悪化は4.2%,退 園後の悪化は1.4%で ある。訓

練科 目中経理簿記お よび珠算ぱいずれ も検定試験 を受け

るが簿記は93.2%,珠 算は59.2%の 合格率 で一般健康

者に比べ格段の相違で高率 であ り,学 歴,年 齢,療 養期

間を考え ると,結 核回 復者 の社会復帰 に対す る真剣 さが

伺える。

〔質問〕 松谷哲男(座 長)

アフターケア 施設の運営上の最 も困難 な点 を伺 いた い。

〔回答〕 佐 々木 よ り子

一番困るのは療 養期間が長いので,精 神的に不安 のある

ものが 多く,社 会復帰に対 して健康管理 と堀 こ,職 業補

導お よび患者の不安を とるこ とに務めてい る。

〔発言〕 久留幸男(結 核予防会調査部)

結核予防会保生園での20年 間の経験 では アフターケア

施設 を必要 としなかつた。 これは患者の質(健 保本 人,

大企業,早 期発見な ど)に よる と思 うが,原 職復帰が理

論的にも望 ま しいのでぽないか。国療関係 とくに重症者

の多い施設ではかか る施設が 当分の間必要 なのか も しれ

ないが,将 来の方 向と しては な くな る様,す なわ ち早期

発見早期治療原職復帰 に努 力すべ ぎである と考 える。

〔追加〕 千 薬胤夫(国 療東京病)

後保護施設での困つて いるこ ととの座長 の質 問 で あ る

が,先 年 の国会で低肺機能者 の施設 として運営 され るこ

ととなつたので肺性心 を作 らない ような設 備管理 を考え

てほ しい。

10.初 回耐性例 の調 査成績 よ リ見 たる肺 結核症再 感染

発病 の検討 後藤正彦(国 療 佐賀)

〔研究 目的〕結核 におけ る再感染発病は極 め て まれであ
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ろ うと言われ ているが,そ の理 由は これを反論す るに足

る積極的根拠の薄弱 による ものであろ う。 演者 ば この点

に関 し従来 よ り疑問 を持 つていたが,た またま初 回耐性

例に関す る調査研究を行 なつ ている間 にいよい よこの疑

問が強 くな り,従 来の学説 に対 し反論す る根拠を つか も

うと考 えた。〔研究方 法〕九 州地区 の国立 結 核 療 養所約

20施 設に昭和33～41年 間に入所 した肺結核患者 の中 よ

り一次抗結核剤に 対す る未治療耐性例 を選 び,こ れ ら患

者の ツ反応陽転の時期,ツ 反応陽転 よ り発病時期 までの

期間,抗 結核剤市販普及時期等 との関連 よ り考察 を試み

た。〔研究結果〕fo我 々が発見 した初 回耐性例 は667例

(この うち予防法基準以上の もの274例)で,そ の うち

ツ反応陽転時期の判明せ るもの145例 であつた。②145

例の中で一次抗結核剤普及以前に ツ反応陽転 せ る も の

42例 で,42例 中に予防法の基準以上の もの20例 であつ

た。SMは 昭和24年,PASは25年,INHは27年

以後に普及 した もの とみ な した。③ ツ反 応陽転 よ り推

定発病 までの期間は,一一次抗結核剤普及以前に陽転 した

群では88%が10年 以上であ り,化 療普及以後 の陽転 群

では2年 以下22%,2～5年21%,5～10年44%,10

年以上13%で あつた。〔結論〕① 上記研究結果 のご と

く一次抗結核荊普及以前に ツ反応陽転せ る42例 の初 回

耐性例は耐性菌に よる再感染発病の公算が極め て大 きい

と考え る。 したがつて肺結核症におけ る再感染発病 は従

来考え られていた ようにそれほ どまれな もので はあるま

い と推 察 され る。② 初感染発病は初感染後比較的短期

間内に発病す るものが多い と考 えられ るが,再 感染 発病

の場合は,初 感染で発病 しなかつた群 の中よ り初感染後

相当の年 月を経 過 して後に再感染発病す るものが 多いの

ではないか と推察 され る。

〔質問〕 重 松逸造(国 立公衆衛生院)

化療普及前の ツ陽転者につい て,陽 転 よ り発病 の期間 を

調べるのに,現 時点の患者を対 象にretrospectiveに 調

査 したのでは,そ の期間の短い ものが脱落す るのは当然

であ り,や は り演者の論を進め るに はProsPectiveな デ

ータが必要であ る と思 う。

〔回答〕 後藤正彦

prospectiveな デ ータを 出す こ とが 出来れば 結構 である

が,医 療施設であ るためretrospectiveな 成績に よる以

外になかつた。ただ再感 染発病 は極め てまれ なものであ

る とい う先入観に あま りとらわれす ぎる事 を恐 れるもの

であ る。

〔質問〕 岡 田博(名 大予防)

私 は感染症 であ る結核症 の本質か ら考えて,再 感染発病

はあ るもの との演者 の考 えに同意であ るが,抗 結核剤が

普及す る前 にツ反応が陽転 してか ら数年 以後になつて 発

病 しそれが耐性菌 であるか ら再感 染発病が考え られ ると

い う説に は,結 核菌 は生物学的 に多様であ り,も とも と
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薬剤 に対す る感受性が 相当異 なつてい る点か ら考 えてそ

れ だけのデ ータか らは再 感染を受入れ るに は少 し無理 が

あ る と考え る。

〔回答〕 後藤 正彦

その点 は昨 日のシ ンポ ジウム皿の篠 田博士の発 表 よ りみ

て,そ れ ほ ど問題 に しな くて よいのではないか と思 う。

〔追加〕 新 津泰孝(東 北大抗研)

① 化学療 法普及 とはいつか らか。② 昭和23年 小学校

1年 でBCGな きツ陽性 者を発見,ツ 陽性持続10年 後

bM1,000mcgを もつ て発病 し外 因性再 感染 と推定 した。
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昭和36年SM10mcg耐 性菌 を喀 出 して発病 した成人婦

人に ついて よく問診 した ところ昭 和24年 妹が重症肺結

核で ヤ ミのSMを 買つて毎 日注射 のあげ く死亡,そ の と

き毎 日付添 つて看 病 し,そ の頃 以後 ツ反応が陽性になつ

た とい う。 これは耐性菌初感染 を受け長年潜在 した後耐

性菌 を喀 出 して発病 した も の と考 えたい。③ 上記の よ

うな例があるか らSMが 日本 で使 用始 まつた年以前から

の自然感染 者におけ る耐性菌証 明 とす れば説得力は大き

くなる と思 う。

結 核 菌 ・ツベ ル ク リ ン

結核菌 ・ツベルク リンー1

11.非 定 型 抗 酸 菌 の燐 脂 質 に つ い て(第2報)本 宮

雅 吉 ・。藤 本 昌子 ・佐 藤 博 ・福 士 主 計 ・岡 捨 己(東 北

大 抗 研 内科)

〔目的 〕 放 線 菌 の燐 脂 質 はcardiolipin,Phosphatidy1-

ethanolamine,phosphatidyl-inositol-mannosideが 主

な 構 成 分 で あ る事 が 知 ら れ て お り,BCG,M.phleiで も

この 事 実 が 確 認 され て い る。 本 実 験 で は 分 類 学 上 病 原 菌

と非 病 原 菌 の 中 間 に位 す る非 定 型 抗 酸 菌P-6の 燐 脂 質 に

つ い て 検 討 を行 な つ た。 〔方 法 ・結 果 〕 非 定 型 抗 酸 菌 の

ScotochromogenP-6か らchloroform:methanol(2:

1)に て 抽 出 し,Folch法 で 洗 灘,ア セ ト ンで 処 理 し粗

燐 脂 質 画 分 を 得,珪 酸 カ ラ ム ク ロマ トに よ り分 画 した 。

す な わ ち 薄 層 ク ロ マ ト上,中 性 溶 媒 に てRf.0.77～0.81,

0.53～0.63,0.32～0.42の 画 分 を 得,前2者 は 化 学的,

生 物 学 的 方 法 に よ りcardioliPin,phosphatidy1-etha-

nolamineと 同定 し前 回 報 告 した 。 今 回 は 更 に 第 皿 の 画

分 を数 回 の珪 酸 カ ラ ム ク ロ マ トに よ り単 離 し同定 した。

本 画 分 の6N塩 酸 加 水 分 解 に よ りmannose,inositol,

91ycerin(Partridge,Trevelyan,NalO4-benzidine)

が 検 出 され た 。 定 量 の結 果,mannose(anthrone)16.9

%,燐 …(Allen)3.2%,窒 素(micro,kjehldahl)0%,

エ ス テ ル 値(Schneider-Stephens)2,融 点238～242。C

を 得 た 。イ ノ シ トー ル 含 量 はSaccharomyces-carlsber-

gensisに よ るbioassayお よびBahm-Richarz法 に よ

り定 量 の 結 果,10.1土5%を 得 た。 更 に メタ ノ リシス 後

TMS(Trimethy1-Sily1)化 糖 の ガ ス ク ロの結 果man-

nose,inosito1を 認 め た。 脂 肪 酸 メチ ル エ ス テル の ガ ス

ク ロで は,パ ル ミチ ン酸 を 含 む 数 種 の脂 肪 酸 を 認 め た 。

以 上 か ら 画 分 皿 はphosphatidyl-inositol-monomanno・

sideと 同 定 した 。 次 に生 物 活 性 を 検 討 し た。 マ ウス に

お い て の定 量 培 養 の 結 果,画 分 皿は 結 核 菌(H37Rv)に

対す る感染 防御効果を示す と思われ たので,現 在モルモ

ッ トを用いて検討中 である。 更にRibi-pressに て細胞

を破壊 し,細 胞壁画分(S3),大 穎粒画分(D40),小 穎 粒

画分(Dloo),上 澄(Sloo)に 分け,電 子顕微鏡的観察の

後 に,燐 の測定に よ り燐脂質分布 を検討 した。その結果

各細 胞成分 間に顕著な燐脂質分布 の差は認め ら れ な か

つ た。 〔結論〕非 定 型 抗 酸 菌P-6はcardiolipinphos-

phatidy1-ethanolamine,phosphatidy1-inositol-mono-

mannosideを 含 み,そ れ ら燐 脂 質 の細 胞内分布に差 は

認め られ なか つた。

12.非 定型 抗酸菌P6の ロウDに 関す る研究 本宮雅

吉 ・佐藤博 ・。藤 本昌子 ・岡捨己(東 北大 抗研)

AsselineauとLedererが 結核菌か ら ロウDを 抽出 して

か らロウDは その特異 な生物活性,特 に アジ ュバ ン ト活

性に注 目され その化学 的性質につい ても多 くの報告がな

されてい るが,非 定 型抗酸菌につい ての報 告は少な く,

特 に暗発色菌につ いての報告は見 当た ら な い。 〔研究方

法〕Aebiら の方 法に よ りロウDを 抽 出 した。 定 性 に は

次の ご とくペ ーパ ー クロマ トを用いた。 ア ミノ酸につい

ては ロウDを6N-HC124時 間,糖 には2N-HC12時

間,ヘ キ ソサ ミンには2N-HCI14時 間それぞれ110。C

で水解 後工 一テルで脱脂 後展 開 した。定量法 として六炭

糖 にはanthrone法,五 炭糖 に はorcin-HCI法,ニ ン

ヒ ドリソ陽 性物質にはYemm-Cocking法,ヘ キ ソサ ミ

ンにはElson-Morgan法 を 用 いた。 ア ジユパ ン ト活 性

測定 にはモルモ ッ トを用い,ア ルブ ミン(2mg)と 共に

ロウD,ア セチル ロウDを 鉱物 油 と共 に油中水型エ マル

ジ ョソとし,右 足瞭 に1回 注射 を行なつた。3週 目に角

膜 反応 を行 ない混濁の度合 いを判定 し,4週 目に採血 し

た血清に ついて寒天 ゲル 内沈降反応 を行なつて沈降線を

調べ た。 〔研 究結果 〕 ロウD収 量 は0.3%で あつた。ペ

ーパ ー クロマ トに よ りア ミノ酸 としてア ラニン
,グ ル タ

ミン酸,グ リシン,ジ ア ミノピ メリン酸 で検出 された。
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糖 としてガ ラ ク トース とマ ンノースが検出 され アラピノ

ースは認め られ なか つた。ヘキ ソサ ミンは グル コサ ミン

が認め られ たがガ ラク トサ ミソは不 明だ つた。定量 結果

は六炭糖約9%,五 炭糖0・2～0.3%,ニ ンヒ ドリン陽 性

物質3～6%,ヘ キ ソサ ミン0.2～0.3%で ム ラ ミン酸は

Barker-Summesson法 では検出で きなか つ た。Asseli-

neauの 方法に従 つてケ ン化 を行な つ た 際,エ ーテル可

溶画分は約70%で あつた。角膜 反応では ロウD10mcg,

アセチル ロウD100mcgで 明瞭 な混濁を認め,寒 天 ゲル

内沈降反応で もアルブ ミン単独 に比ぺ て強い沈降線が認

められた。〔結論〕暗発 色菌P6の ロウDの 化学的組成

はニンヒ ドリン陽性物質 は3～6%で ア ラニン,グ ルタ

ミン酸,グ リシン,ジ ア ミノピメ リン酸があ り,ヘ キ ソ

サ ミソは0・2～0・3%で グル コサ ミンが検出 された。六

炭糖は約9%で ガラ ク トース,マ ンノースがあ り,五 炭

糖は0.2～0・3%で クロマ トでア ラピ ノ ースは認め られ

なかつた。角膜反応,寒 天ゲル内沈降反応ではア ジュバ

ン ト活性が認め られた。以上非定型 抗酸菌の うち暗発色

菌P6の ロウDは 化学的組成 に関 して今 まで報告 された

菌株に比べてかな り異 なつたものである と思われる。

〔質問〕 加藤允彦(国 療 刀根山病)

①WaxCとWaxDを 分け る熱 アセ トン処理は 何回

やつたか。最終的 なD分 画 の外観 は どん な も の か。②

WaxDの 精製につれ て融点は上 昇 しないか。

〔回答〕 佐藤博

① ロウCと ロウDの 分離にはAsselineauの 方法に従つ

たが熱3セ トンでの分離は8～10回 行 なつた。(亘 一度

しか測つていない(融 点)。

13.ロ ウD水 溶部の分画精 製に つ い て 》古賀敏生 ・

石橋凡雄 ・田中渥 ・杉山浩太郎(九 大胸研)

ロウDの アジ ュバ ン ト(以 下 「ア」 と略)活 性 ならびに

「ア」関節炎 誘起能に関 して,次 の様 な検討 を行 なつた。

① 「ア」関節炎発症 に関連を もつ と思われ る ロウD中 の

抗原性物質の分画,特 に遅延型反応に ロウD固 有 のペプ

チ ド糖が関与す るか否か。 ② 「ア」活性 とロウDの 多糖

体部分の大 きさな ら び に抗原性の相関性。③ ロウD水

溶部の均一性について。 まず 「ア」活性 を有 す る 菌 株

(AoyamaB,H37Ra,Br6vannes)の ロウD水 溶部 をセ

ファデ ックスG-50カ ラムを用 いてF-1～IIIに 分画 し

かっF-1が 主成分 である ことをみた。 これに反 し 「ア」

活性のないBCG,M.fortuitumお よびP1の 各 ロウD

水溶部 の分 画に よる とF-1は 低収量で,F-IIIが 主成分

と認められ た。 またアセチル ロウD画 分の うち 「ア」活

性を有す るAD5,AD6,ヘ キサ ン不溶部 の 諸 画 分 で は

F-1を 主成分 とし 「ア 」活性の ないAD2,3画 分 ではF-

IIIを 主成分 とす る ことが分 か つ た。 この事実か ら多糖

体部分 の大 きさ もロウDの 「ア」活性に関与す る と推論

した。更 にAoyamaBとH37Raロ ウDのF-1を セフ
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アデ ヅクスG-100カ ラムでIA,IBの2画 分 に 分 け

F-II～IIIと 抗原性 を比較 した。赤 血 球 感 作能,ロ ウD

凝集反応阻止能,ゲ ル 内沈降 能,即 時型皮膚反応の いず

れ もF-IA次 いでF-IBで 極めて強 く,皿 ～ 皿画分 で

は 明瞭に認め られ なか つた。菌 体感作モルモ ッ トに おけ

るツベ ル ク リン(以 下 「ツ1と 略)活 性 もF--IAで 顕

著 で 「ツ 」蛋 白PPDsや πに匹 敵す るほ どの活性が認め

られた。更に強 い 「ツ」活性 を 有 す るF-IAの 限外濾

過 内液部分 をDEAE-celluloseカ ラム に よ りIA-a,I

A-b,IA-c画 分に分けた。諸画分につ いて抗原分析(免

疫電気泳動 ならび に二重拡散 法)を 行な うと多糖体に基

づ く沈降線が3つ の画分 に共通 に認め られ,IA-a画 分

のみに 「ツ」蛋 白 πの一成 分 と融合す る沈降線がfaint

に認め られた。他方IA-a,IA--cを 反応 抗原 として ヒ

トな らびに菌体感作 モル モ ッ トで皮膚反応 を行な うと,

IA-aで 「ツ」反 応は陽性,IA-cで 陰 性の成績で,ロ

ウD固 有のペプ チ ド糖が 「ツ 」反応 に関与す る可能性は

否定 された。他方 ゲル濾過 とDEAE-celluloseカ ラムク

ロマ トに よる諸画分 についてア ミノ酸分析 と分子量算定

を試みた。IB,皿,皿 画分でGlu,Ala,DAPの モル

比は2:3:2で これは従来の報告に一致をみた がF-IA

のsubfractionの いずれ もSer,Glyが 構成 ア ミノ酸 と

推定 されDAPを ほ とん ど欠 く画分 もみ られた。 また沈

降定数お よび分子量測定 の成績 も諸 画分で違つ た数値 が

得 られた。 これ らの事実 からみて ロウDの 化学構造 を明

らかにす るには,ロ ウDの 不 均一一i生と菌種に よる差異 を

留意すべ きこ とが 明らか となつた。

14.Mycobacteriaの 抗酸 性 と脂質,特 に マイコール

酸 との関連 。近藤螢子 ・室 橋豊 穂 ・吉 田幸之助(国

立予研結核部)

〔目的〕Mycobacteriaの 抗酸性が細 胞壁 の物理的構造あ

るいは脂質,特 にMycolicacidの いず れに帰せ らるべ

きかは まだ明 らかでな い。紫外線照射 で示 され る抗酸性

の違 いが果た して前者 のみに よるか否 かを検討す るため

に,諸 菌株か らマイコール酸 を含む脂質 を抽出 し,脂 質

お よび脂質抽出後の菌体に及 ぼす紫 外線照 射の影響を調

ぺた。〔研究方法〕H37Rv,H37RvR-INH,H37Ra,今 村,

BCG,M.phleiお よびM.fortuitumを ソー トン培 地に

培 養 し,そ れぞれの アセ トソ乾 燥 菌 体 か らAnderson-

Ledererお よびFolchの 方 法で脂 質を抽 出 した。 この

脂 質お よび菌体残渣に紫 外 線 照 射 後加温染 色 し,0.1%

硝酸 ・70%エ タノールで強 く脱 色 して,紫 外線照射の

抗酸染色性に及ぼす影響を調べた。 また脂 質を加水分解

して得た粗 マイコール酸量 を比 較 した。 〔研究成績〕抽

出 された マイコール酸を含む脂質は 抗酸性を呈 した。結

合脂 質 まで抽出 した脱脂菌体 は,こ の染 色法でいずれ も

抗酸性を示 さなか つ た。H37Rv,H37RvR-INHお よび

H37Raの 加熱死菌を用 いた場合 ,マ イ コ ー ル 酸 量 は
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H37Rvに 最 も多 く,H37Raは 少 な か つ た。 こ れ に 対 し

H37RvR-INHの それ は 比較 的 多 い が,こ れ は 含 む 脂 質

は 紫 外 線 照 射 に よつ て抗 酸 染 色 性 を 速 や か に 失 つ た 。

BCG,今 村,M.phleiお よびM.fortuitumの 生 菌 を用

い た 場 合,BCG,今 村 株 中 の マ イ コー ル 酸 量 は 多 く,

M.fortuitumで ば非 常 に 少 な か つ た 。M.phlei中 の マ

イ コ ール 酸 量 は 多 い が,脂 質 の 抗 酸 性 は 弱 か つ た 。 〔結

論 〕Mycobacteriaの 抗 酸 性 の 機 作 と し て は,細 胞 壁 の

物 理 的 構 造 と共 に マ イ コ ール 酸 の 量 お よび 性 質 の違 い を

考慮 す る必 要 が あ ろ う。 特 にH37RvR-INHの マ イ コー

ル酸 を 含 む 脂 質 の 抗 酸 性 がH37Rvな ど と異 な り,紫 外

線 照 射 に よつ て速 や か に 消 失 す る こ とは 興 味 深 い。

15.GenusMycobacteriumに 特 有 の 二 重 線 維 構 造

に つ い てo武 谷 健 二 ・永 山 在 明(九 大細 菌)

〔研 究 目的 〕我 々が1958年 に 初 め て記 載 した 抗酸 菌 の 細

胞 壁 に 存 在 す る二 重 線 維 構 造 は,そ の後 ヒ ト型,ウ シ型

菌 の み な らず ラ イ菌 に も見 出 さ れ た が,こ れ がGenus

Mycobacteriumに 特 有 の 構 造 か,あ る い はFamily

Actinomycetalesに 共 通 の 構 造 で あ る か を 検 討 し,こ の

線 維 構 造 の 存 否 を 抗 酸 菌 の 同 定 に 用 い うる か否 か を 明 ら

か にす る の を 目 的 と す る。 〔研 究 方 法 〕 使 用 菌 株 と して

は,M.phlei,M.smegmatis,M.runyonii481,Mfor・

tuitum606,M.rhodochrous13808,Streptomyces(No-

cardia)madurae431,Nocardiaasteroides6846,No-

cardiabrasiliensis536,Corynebacteriumpyogenes

Wyel,Coryn.diphtheriaeG.1.な どMycobacterium

を 中心 に近 縁 の 菌 種 に 属 す る もの を用 いた 。 各 菌 株 に つ

いて,菌 体 を 集 め て 超 音 波 に よつ て 破 壊 し た の ち,分 別

遠 沈 に よつ て 細 胞 壁 画 分 を 集 め,Shadowingま た は

PTAに よ る陰 性 染 色 を行 なつ て 電子 顕 微鏡 で 観 察 した 。

一 方 各 菌 種 を 平 板 培 地 で 一 夜 培 養 した の ち ,SM(1mg/

ml)を 培 地 の 辺 縁 部 に 滴 下 し て 更 に12時 間培 養 し,SM

に よる 発 育阻 止 部 の 辺 縁 に 認 め ら れ る ●`ghostcell"を

集 め,Shadowingま た はPTAに よ る陰 性 染 色 を 施 し

て 電 子 顕 微 鏡 で 観 察 し た 。 〔研 究 結 果 〕M.phlei,M.

smegmatis,M.runyonii,M.fortuitumな どのMyco・

bacteriumに は,前 述 の い ず れ の試 料 作製 法 に よ る場 合

も,明 ら か に 二 重 線 維 構 造 を認 め る こ とが で きた。 一 方

Nocardia,Streptomyces,Corynebacteriumな どの 他

のGenusに 属す る 菌 株 に は この よ うな 二 重 線 維 構 造 を

認 め え な か つ た 。M.rhodochrousはGordonら(1959)

に よつ て 命 名 され た 菌 株 で あ るが,そ の後 の 検 討 に よつ

てNocardiaに 属す る もの で は な い か との疑 が 強 くな つ

て い る。 今 回 の 実 験 に よれ ば 二 重 線 維 構造 が 認 め ら れ

ず,こ の疑 い を 裏 書 き す る 結 果 が 得 られ た。 〔結 論 〕 細

胞 壁 に存 在 す る二 重 線 維 構 造 はGenusMycobacterium

に 特 有 で あ り,そ の 同 定 に 用 い うる性 質 で あ る。 この 同

定 法 に よ れ ば,M.rhodochrousはMycobacteriumか
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ら除外すべ き もの と考え られ る。

結 核 菌 ・ツベ ル ク リ ンーII

16.ヒ ト型 結核菌の有毒株 と弱毒 株 とのinvitro分

別の試み 中村 昌弘 ・。萩原義郷 ・駒 井俊 一(久 留大

微生物)

〔研究 目的〕従来 ヒ ト型結核菌に お け る毒 力株 と無毒株

の 分別について は,動 物実験に よる毒性 の有 無に依存 し

ていて,invitroで これを区別す るこ とは現在の ところ

困難であ る。 今 回我 々は ヒ ト型結核菌H37RaとH37Rv

お よび ヒ ト型結 核菌今村株を用 いて両 者を区別す る方法

について検討 を行ない,興 味あ る結果 を得たので報告す

る。 〔研究方 法〕菌 として は ヒ ト型 結 核 菌H37Ra株,

H37Rv株,今 村No.4弱 毒株お よび強 毒株,今 村No.

5弱 毒株 お よびNo.5強 毒株 を用いた。 これ らの菌 を

pH5.0,pH7.0お よ びpH8.5のM/10phosphate

bufferに 浮遊 した後37℃ に保ち これ を1週 間毎に取 り

出して生菌数 を測定した。 〔研究結果〕毒 力 株 で あ る

H37Rv株,今 村No.4強 毒株,今 村No.5強 毒株 はい

ずれ のbufferに おいて も約1～2オ ー ダー位の減少 を

見 たのみ であつ た。 これ に反 して弱毒株H37Raに おい

ては,pH7.0のbufferの 場合には生菌数 の変化 にほ と

ん どみ られ ないが,pH5.0お よびpH8.5に おいては

保存1週 後 よ り明らかに生菌数の減少 を示 し3週 後にお

け る生菌数 は0で あつた。 また,今 村No.4お よびNo.

5の 弱毒株 においてはpH7.0お よびpH8.5に おいて

は,い くらかの生菌 数の減少が見 られ ただけ で あ つ た

が,pH5.0の 場合は保存1週 間です でに 生菌数0と い

う結果 を得た。 〔結論〕pHを 異にす るbuffer中 に菌 を

保存 した場 合に強毒株 と弱毒株 の生残菌 数の間に明確な

差 のある ことを発見 した。す なわ ち株 に よる差はあ るが

pH5.0のbuffer中 に保 存 され た 場 合には強毒菌にお

い ては生菌数 の変化は少ないが弱毒菌 においては著 しい

生残菌 の減少を示 してい る。 この ことは現在動物実験以

外 に区別 しに くい とされてい る。 毒力株 と弱毒株を明 ら

か に区別す る ことが出来 るもの と考え られ るが現在 これ

を確認す るために多 くの株 につ いて検討中であ る。

〔質 問〕 高橋宏(国 立予研結核 部)

使 用 され た今村株 の由来 は。 それか ら今 村株の弱毒,強

毒株の間に動物に対す る菌 力に差があつたか。

〔回答〕 萩 原義郷

使 用 した 今村株は微研 よ り分与を受けた もので教 室では

動物 テス トは して いない。

〔質問〕 加藤允彦(国 療刀根山病)

工 この現象が毒 力 とい う菌の属性だけ に関係 して い る

か どうか とい う点 少し問題であ る と思 うので,有 毒株,

無毒株間の比較 のほかに,1つ の菌株につ いて毒力の変

化 と並行す るか否か ご検 討戴 きた い と 思 う(た とえば
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wildstrainの 毒力の低下な ど)。

〔回答〕 萩原義郷

この現象が毒力に平行す るか どうか今後の問題です し,

おつ しや る よ うに1つ の株 につ いてはやつていないが検

討 してみたい と思 う。

〔発言〕 占部薫(座 長)

一旦培地上 に発 育 して きた弱毒株 の生死判定法 お よびそ

れをキル ヒナ ー培 地に還元 した結果に関 して伺 いたい。

弱毒株 に関してはその発育の能否 とか程度 とか につ いて

観 察す るば か りでな く,更 にその生物学的な らびに生化

学的性状 につ いて も詳 し く検討 して,そ れを強毒株 のそ

れ と対比 してみ る ことも肝要か と考え る。

17.抗 酸菌 における中性紅 反応試 験法の検討 高橋宏

(国立予研結核部)

〔研究 目的〕Dubosに よる中性紅反応は,動 物実 験に代

わ る菌力 テス トの1つ としては じめは高 く評価 された。

しかし,そ の後非病原性抗酸菌 に も陽性反 応を示す もの

があ り,菌 力 と相関 しない い くつ かの事 例が分 かつて,

この反応の実際的価値は次第 に減 じつつ ある。そ こで,

この反応に関与す る酵素や菌体表面 の構成脂質 の特異性

をそ こなわない ような菌体洗濫方法 を考えて再検討 を試

みた。 〔研究方 法〕菌 株:人 型菌,牛 型菌,鼠 型菌,ト リ

型,M.kansasii,scotochromogen,nonphotochromo-

gen,M.ulcerans,M.platypoecilus,M.salmoniphi-

1um,M.piscium,M.marinum,M.fortuitum,M.

vaccae,M.smegmatis,M.phleiな ど各種抗酸菌約70

株のいずれ も実験室保 存株。発 育の遅い菌は3～4週,速

い菌は1～2週 の小川培地培養菌 を用いた。方法:0・1%

HNO3-60%メ タ ノール2mlを ノ」・試験管 に 分 注 し,菌

塊1白 金耳を入れ37。C艀 卵器に入れ る。30分 後上清を

毛細管 ピペ ッ トで除 き,2回 目の洗灘 を次の3つ の方法

で行な う。す なわち第1法 で は無水 メタ ノール,第2法

では0.1%HNO3-70%メ タ ノ ール,第3法 では1%

NaHCO3--70%メ タノール を そ れ ぞ れ2mlず つ加え

37。C艀 卵器に30分 お さめた後,上 清 をまた毛 細管 ピペ

ッ トで除 く。 これにNaHCO3-NaClの ア ル カ リ緩衝 液

2mlを 加 え,1mg/mlの 中性紅溶液1滴 を添 加 し,370C

艀卵器内に入れ る。菌の洗源お よび 中性紅添加後艀卵 器

に入れたいずれの段階で も数回振盈す る必要が ある。 成

績の判定は,中 性 紅 を 添加 して1,2,3,4お よび20

時間後に判定す る。菌 体の色調は淡黄色(一)か ら深紅

色(帯)ま での4段 階に 分け て 成績を記録す る。 〔研究

成績〕第1法,第2法,第3法 の呈色 反応ばそれぞれ異

なつてい る。 第1法 では発育の速い菌の た部分 のみが陰

性であ る。 第2法 では,第1法 で陰性を示 した ものの外

に陰性を示す ものが多 くな る。第3法 では人型,牛 型,

鼠型を除 く大部分が陰性で,こ れ ら3菌 種 の うち,モ ル

モ ッ トに病原性の弱い菌株 は初め から陰性 かあるいは時

455

間 の経 過 と共 に 陰 性 に な り,菌 力 との相 関 が 認 め ら れ

た 。 〔結 論 〕 中性 紅 テ ス トに お け る菌 体 洗1條操 作 に 検 討

を加 えた 結 果,第3法 に よつ て哺 乳 動 物 結 核 菌 に お い て

菌 体 の色 調 と菌 力 との 間 に 高 い 相 関 が 認 め られ た が,こ

れ に 対 して,こ れ 以 外 の抗 酸 菌 で は陰 性 で あ つ た。

18.速 発 育 性 抗 酸 菌 の分 類 東 村 道 雄(国 療 中 部 病)

稲 垣 博 一(名 大 日比 野 内 科)

〔研 究 目的 〕 速 発 育 性 抗 酸 菌 の分 類 体系 を 確立 す る た め

に,種 々の 速 発育 性 抗 酸 菌 の 標 準 株 に つ い て 既 報 の97

性 状 の 検 左を 行 な つ て,数 的 分 類 を 行 な つ た。 〔研 究 方

法〕 標 準 株 は 一た部 分ATCC(AmericanTyPeCulture

Collection)か ら入 手 した 。 検 査 項 目は97性 状 で,S-

valueはmatchingcoe丘cient(%)と し て 計 算 し て

numericalclassification(数 的 分 類)を 行 な つ た。M.

thamnoPheosとM.borstelenseは28。Cで 検 査 した。

〔研 究 成 績 〕 各speciesは 標 準 株 は大 部 分 が80%以 下

のS-valueを 示 して 区 別 され た 。 した が つ て,今,81%

をphenonlineと し て分 類 す る と,次 のphenonsが 区

別 さ れ る。1⊃M・rhodochrOUS;② ・M・chitae;③M.

Phlei;④M.thamnoPheOS;⑤M.borstelense;⑥M.

プbrtuitum,M」minetti,M.abscessus,ル τ.runyonii;⑦

M.diernhoferi;⑧M.vaccae;⑨M.aurum,.M.Para-

fortuitum;⑩1レf.lacticola.M.smegmatis,M.buty-

ricum.以 上 の 中 で,2つ 以 上 のspecies名 を含 む 亙,⑨,

⑩ は,発 表年 代 か ら 考 え て,お の お のM.fortuitum,

M.Parqプbrtuitum,M.smegmatisに 統 一 され るべ き も

の と思わ れ る。 し か し,こ れ らのspeciesの 中 に は,お

の お の2群 が 区 別 で き る の で,こ れ らをsubspeciesと

す る のが 適 当 と 思 わ れ る。 す な わ ちM.fbrtuitumは

subspeciesfbrtuitumとsubspeciesabscessusに,M.

parα ノeortuitumはsubspeciesparafortuitumとsub-

speciesaurumlこ,M.smegmatisひ よsubspeciessmeg-

matisとsubspecieslacticolaに 区別 され る。 以上 の 中

で,subsp.abscessusは,Moore&Frerichs(1953♪ の

n■abscessusの 発 表 がBojaliletal.(1962)のM.run-

yoniiの 発 夫に 先 行 す る の で,abscessusを とつ た 。M.

abscessusとM.runyoniiと は 同 一 で あ る。 な おM.

minettiとM.プbrtuitumと は 同 一 で,ま たA4.buty-

ricumとM.smegmatisと は 同 一 で あ る。 ま たMyco・

bacteriumsp.607と して 知 られ るATCC607は,M.

smegmatissubSP.lacticolaと 同 定 され た 。 ま たMyco-

bacteriumsp.獣 調 株 お よ び 竹 尾 株 ば,M.smegmatis

subsp.s〃2θg伽'f∫ と同 定 され た 。M.butyricumはM.

smegmatissubspsmegmatis,M.minettilよM.fortlti-

tumsubsp.fortuitumに 入 る。 上 述 の10種 のphenons

は 上 述 の ご と く従 来 のspeciesと お お よそ 一一致 す る。 こ

れ らのsPeciesの 同 定 に は,東 村 の7種N化 合物 のNC

源 とし て の 利 用patternとB6nickeのamidasepat一
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ternを 併 用 す れ ば 十 分 満 足 す べ き結 果 が 得 られ る。

〔質 問 〕 斎 藤 肇(広 大 細 菌)

我 々のGroupIVのInternat.CooperativeStudyの

検 査 成 績 に よる とMycobacterium(以 下M.)fortuitum

はM.minettiと,ま たM.abscessusとM.runyonii

とは 同一 種 と考 え ら れ る。 な おM.abscessusはM.

fortuitumのsubspeciesと す る よ りも新 し い1菌 種 と

し て 独 立 させ た 方 が 妥 当 と考 え られ るが 。

〔回 答 〕 東 村 道 雄

M・fortuitumとM.abscessusと を2subspeciesと す

るか,2speciesに す るか は,speciesの 概 念 が 確 立 しな

い 現 在 ど ち ら で も よい と 思 う。M.absceSSUSをM.プbr-

tuitumのsubspeciesと す れ ば,そ れ 自 体 で 両 者 の 関

係 は 分 か る。2speciesと す れ ば,こ の2つ のsPecies

は 近 似 度 が 高 い とい え ば よい。 た だ い くつ の 差 が あ るか

ら2speciesと 分 け るべ き だ と い うの は お か しい と思

う。 他 のtaxonsと の比 較 が 必 要 で,他 のtaxonsと の

相 対 的 な 関 係 に お いて の み,speciesが 決 ま る と思 う。

〔質 問 〕 武 谷 健 二(九 大 細 菌)

演 者 の 採 用 され て い るsimilarityindexに よ る分 類 が

最 近 広 く行 なわ れ る よ うに な つ た が,こ の方 法 はす べ て

の 性 質 を 等 価 と考 え るわ け で,そ の点 に な お 問題 が あ る

と考 え られ る。 我 々 と して は こ の方 法 のみ に 頼 る の で は

な く,他 の 質 的 に 重 要 な性 質 を十 分 考 慮 して 分 類 を 進 め

る立 場 を とつ て い る。 こ の立 場 に た て ば ツ蛋 白 質 特 異 性

の 見 地 か ら見 て,M.runyoniiはM.プbrtuitumと 別 の

speciesと し た が よい と思 うが 。

〔回答 〕 東 村 道 雄

こ の 問題 はnumericalclassificationの 根 本 に 関 す る こ

とな の で,Soka1&Sneathの"PrinciplesofNumeri-

calTaxonomy"(1963)に 書 い て あ る とい う方 が よい と

思 わ れ る。 一 言 に して い え ぽ,各 検 査 のweightの 評 価

は で き な い 。 で きな い な ら等 価 とみ な そ う とい うこ とに

な る と思 う。 た とえば 「抗 酸 性 」 が 重 要 とい うのは,抗

酸 菌 の 同 定 に 有 用 とい う こ とで あ り,ま た あ らか じめ 抗

酸 菌 を 意 議 して の こ とで あ る。 微 生 物 全 体 の 分 類 の価 値

は 他 の 反 応 に 比 して 重 要 で あ るか ど うか は,に わ か に決

め が た い 。

〔発言 〕 占 部 薫(座 長)

多 種 多 様,複 雑 を 極 め る 抗 酸菌 群 に つ い て の精 力的,緻

密 な 分類 の 試 み に 対 し て敬 意 を 表 す る も の で あ る が,医

学 者 の一 人 と して の立 場 か ら い え ば,分 類 の研 究 の ほ か

に,こ れ らの 菌 株 の人 畜 に 対 す る態 度 な い しそ れ ら の 間

の 相 互 関 係 に つ い て も一 般 の 一 層 の 関 心 と追 究 とが 望 ま

れ る。

19.抗 酸 菌 の 生 化 学 的 分 類(殊 にSlowlygrowing

acid-fastbacilliの 分 類 に つ い て)。 玉 川 重 徳 ・清

水 洋 子 ・大 泉 耕 太 郎 ・今 野 淳 ・岡 捨 己(東 北 大 抗 研 内

結 核 第43巻 第10号

科)

〔研 究 目的 〕ヒ ト型 菌,ウ シ型 菌,ト リ型 菌 お よび い わ ゆ る

非 定 型 抗 酸 菌,自 然 界 抗 酸 菌 に つ い て 本 邦 お よび 外 国 よ

り得 た 患 者 株,人 由 来 非 患 者 株,自 然 界 抗 酸 菌 とを 対比

しRunyonの 分 類 法 と生 化 学 的 性 状 に よ る鑑 別 を 比較

検 討 した 。 〔研 究 方 法 〕 い わ ゆ る非 定 型 抗 酸 菌,自 然 界

抗 酸 菌 の うち遅 発 育112株,ヒ ト型菌14株,ウ シ型 菌

7株,ト リ型 菌12株 に 対 し,ナ イ ア シ ンテ ス ト.室 温

カ タ ラー ゼ 活 性 試 験,68。C耐 熱 性 カ タ ラ ー ゼ活 性 試 験,

硝 酸 塩 還 元 試 験Tween80加 水 分 解 試 験,ア リル サル

フ ァタ ーゼ3週 間 試 験 お よび ア ミダ ーゼ 試 験 を 行 な い,

そ の 生 化 学 的 性 状 の パ タ ー ン よ り鑑 別 した。 〔研 究 成績 〕

① 室 温 カ タ ラ ー ゼ 活 性 は,皿 群 患 者 株 お よ び 本 邦土 壌

株,皿 群 のM.terrae(東 村),M・gastri,M・terrae

(Wayne)が 泡 粒50mm以 上 の 高 い 活 性 を 示 した 。68。C

耐 熱 性 カ タ ラ ー ゼ 活 性 で は,ヒ ト型 菌,ウ シ型菌,M.

gastriで 見 られ な か つ た 。 ② 硝 酸 塩 還 元 試 験 の 陽 性 と

な つ た も の は,ヒ ト型 菌,M.kansasii,M.gastriで あ

つ た 。 ③Tween80加 水 分解 試 験 で はM.kansasiiIII

群M.terrae(Wayne),M.gastriが 強 陽 性 とな り皿群

自然 界抗 酸 菌 は 弱 か つ た 。 ④ ア リル サ ル フ ァタ ーゼ3

週 間試 験 で は,ヒ ト型 菌,ウ シ型 菌,ト リ型 菌 等 で陰 性

で あ つ た。 また 皿群 の患 者 株 は 多 くが 陽 性 とな つ た 。 ⑤

ア ミダ ーゼ テ ス トで は,ヒ ト型 菌,ウ シ型 菌,ト リ型

菌,Runyonの1群M.kansasiiは 特 有 の ア ミPt"・一一ゼ パ

タ ー ンを 有 し鑑 別 で き た。 皿群 外 国 患 者 株(Batteyba。

cilli)の み は,イ ソ ニ コチ ンア ミダ ーゼ 活 性 が 認 め られ

た。 ⑥ ナ イ ア シ ンテ ス トは ヒ ト型 菌 の み で 陽 性 となつ

た。 〔結 論 〕Ctiヒ ト型 菌,ウ シ 型 菌Runyonの1群

M.kansasiiは,用 い た 鑑 別 法 で均 一 な 特 異 性 を示 し鑑

別 で きた 。 ②Runyonの 分 類 に よ る 皿群 は均 一 で な く,

特 異 性 は 見 られ な か つ た。 ③RunyonIII群 に は ト リ型

菌 と全 く同様 な態 度 を示 す 菌 群(日 本 公 衆 浴 水 株)が あ

り,ま た,外 国患 者 株(Batteybacilli)と ト リ型 菌 とは

ア リル サ ル フ ァタ ー ゼ 分 解 が 異 なつ て い た 。 また,患 者

株 と異 な る 人 由 来 非 病 原 株 も鑑 別 され た 。④RunyonIII

群 本 邦患 者 株 に はM.gastri類 似 株 が 含 まれ,均 一 性 に

問 題 が あ る。

〔追 加 〕 東 村 道 雄(国 療 中 部病)

我 々は 約100株 の 人 型 結 核 菌 に つ い て,B6nickeの 方 法

でamidasesを 調 べ た が,人 型 菌 のamidasePattern

は お お よそ2型 に 分 れ る と思 う。 第1はurease,nico-

tinamidasePyrazinamidase(十)の 型 で,第2はurease

のみ(+)の 型 で あ る。

〔質 問 〕 玉 川 重 徳(東 北 大 抗研)

⊃ ニ コチ ンア ミダ ーゼ は 濃 度 が 他 の ア ミ ダ ー ゼ よ り弱

い の で,他 の ア マ イ ドよ り濃 度 を 高 くし,反 応 時 間 を十

分 に とる必 要 が あ る。 ② こ こで は 反 応時 間16時 間,基
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質は10mmo1と した。

〔回答〕 今野淳

東村氏は人型菌 は ウ レアーゼが強陽性 で ニコチ ンア ミダ

ーゼ陰性 の ものが多い との結果 だが,人 型菌 の ニコチ ン

ァ ミダーゼ活性は ウ レアーゼ 活性 よ りも弱いので,基 質

として加え るニコチ ソア ミドを ウレア よ りも多 く加え る

ことと,東 村氏 のご と く6時 間で判定す るのではな く,

8時 間および12時 間で判定 した方が良い結果にな る。

〔追加〕 斎藤肇(広 大細菌)

銭湯 よ り分 離 し た14株 のNonphotochromogensは

60。C,30分 の加熱に耐え る点 を除 い て諸 種生物学的お

よび生化学 的性状においては トリ型 菌 な らび にBattey

菌 と鑑別出来なかつた(第35回 日本細菌 学会総会報告)。

なおいずれ の銭 湯分 離株 も鶏に5mg,翼 下 皮下接種に

よつて8週 後 にいた る も進 行性病変は起 こら な か つ た

(第37回 結核病学 会総 会報告)。

〔質問〕 庄 司宏(阪 大微研)

生化学的試験 の場 合,培 養条件で試験が 行なわれ ている

ことがあ るが,本 実験では反応に関与す る菌量 の規制 を

行 なつてい るか。

〔回答〕 玉川重徳

ア リルサル ファターゼ テス トにおいて菌量 を一 定 とし

た。

20.数 量化理論 による抗 酸菌分類の試み(第1報)岡

田博 ・。青木 国雄 ・大 谷元彦(名 大予防医学)東 村道雄

(国療 中部病)

〔目的〕林 氏の数量化理 論を 応 用 し抗酸菌の細菌学的特

性に基づ いて,類 似 した形 質を もつ菌株同志を近 くに,

相反する ものを遠 くに位置づけす ることに よ り,抗 酸菌

をい くつかに分類 し,あ わせて検査項 目の分類 に及ぼす

影響度を検討 した。 〔材料お よび方法〕被検 株は既分類,

未分類抗酸菌396株 で,① 人型3,② 牛型1,③M.

kansasii10,④M.marinum5,⑤M.aquae29,⑥

M.avium13,⑦ いわゆ るNonPhotochromogens49,

⑧M.borstelene9,⑨M.terrae49,⑩M.thermo-

resistibile39,⑪M.phlei19,⑫M.runyonii7,⑬

M.fortuitum109,⑭M.aurum16,⑮M.parafor-

tuitun7,⑯M.smegmatis24,⑰M・vaccae7。 これ

らの形態,発 育状態,酵 素反応,有 機 酸お よび炭 水化物

のCま たはN源 としての利用状 況等81項 目を検査 し,

結果 は(十)ま た は(一),rapidま たはslow等 の ご と

く2区 分 として用いた。 なおniacintest,ureasetest

は特 に今回は除 いて観察 した。 まず同一系統の抗酸菌 の

形質は どの検 査項 目について も高い相関を もつ こ とを 仮

定 し,相似たパター ソを示す群を近 くに位置づけ,各 菌株

の反応パター ソの排列が直線的な相関に なるよ うに排列

してその相関比 を最大にす るよ うに,そ れ らに数量 を与

え よ うとした。 この場 合結果(固 有値)はvectorで 表わ
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され,多 次根を もつが,こ こで三 次恨まで求めた。 これ

らの値はそれぞれ の次元で菌相互 の分離 度を最大にす る

相関比を表わ して いる。 〔結果 〕 この理 論に よ り396株

の位 置を求め る と,既 分類 の菌 は きれいに分離 し一塊 と

な り,ま た原点か らの距離 が位置を示 す ことにな る。1

根(x軸)と2根(y軸)を 二 次元に展開す る と,人 体

の疾 病に関連す る。 人,牛 型,M.kansasiiは,第1象

限上方に位 し,皿 群はx軸 に近 く,ま たN群 は第2,第

4象 限 または原点付近に集 まつて いる。た だ,ト リ型 と

Nonphoto.,M.fortuitumとM.runyoniiは それぞれ

1群 とな り分離 出来 なかつた。検 査項 目別 に分離に及ぼ

した影響の強 さをみ る と,従 来か ら重要視 され てい る要

因が上位を 占めた。 〔考 案〕数量化理論 に よ り抗酸菌分

類 を試みたが被検株 の種類,数 量,検 査項 目お よび判定

方 法が必ず しも適 当でなかつ たに も拘 らず,既 分類の菌

種 を比較的 明確に分類 出来 また相互の位置をみ るこ とが

出来 た。 それ ゆえに分類 目的に応 じ検査項 目,判 定方法

を選べ ば,更 に優れた分類が得 られ,ま た検査項 目の分

離 に及ぼす影響度 も相対的に決定 しえ臨床,疫 学 上に利

用 しうるのではないか と考え られ,現 在検討 中であ る。

結 核 菌 ・ツ ベ ル ク リンーIII

21.精 巣部お よび皮下にUnclassifiedMycobacteria

を接種 したモ ルモ ッ トに お け る病 変の比較 。須子 田

キ ヨ ・平野憲正 ・中野寿夫(東 女医大細菌)佐 々木紀

典(国 立多摩研)

〔研究 目的〕先 に平野,須 子田 らは非定型抗酸 菌 を ウサ

ギの精 巣に接種 した ところ,結 核菌を接種 した場合 と区

別 の困難 な病変の起 こるこ とを認め,ま た モルモ ッ トに

対 して病 原性が乏 しい と言われて いる非定型 抗酸菌 を精

巣上体か精巣に接種を行な うと結核性病変 の起 こる こと

も認めた。本実験は 同一菌株 を同時 に,皮 下,精 巣,精

巣上体に接種 した場合 の病変 の差異 について検討を行な

つた。〔研究方法〕接種菌 株はRunyonよ り分与 された

19株 の うち,皮 下接種 にて病変が認 め ら れず,精 巣上

体接種にて病変 の認 められ た ものは7株 であつて,そ の

うちP18(1型),P5(皿 型),P41(皿 型)と,対 照 と

してH37Rv,H37Ra,phlei,smegmatisATCC607を

用 いた。接 種菌量 は1.Om9/0・1ml(生 菌単位106～107)

で,モ ルモ ヅ トは6匹 を1群 とし,2匹 ずつに皮下,精

巣,精 巣上 体のそれぞれ一側に接種 し,5週 目に屠 段,

肉眼 的所見,組 織学的所見,還 元培養成績につ いて検討

す ると共にrootsPleenindexに よる病変 の比較 も試

みた。 〔研究成績〕接種部の所見,P18,P5,P41の 皮

下 接種部の所見ではほ とん ど病変が認め られず,精 巣,

精巣上体には膿瘍を 中心 とす る結核性病 変が認め られた

が,内 臓の所見は 一般に軽度 で,肺 でば皮下接種群の全

部において非特異性肺炎像 が認められ,精 栗 あ る い は
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精 巣上 体接種群で は時 に類上皮細胞性小結節 が 認 め ら

れ,同 様の傾向は肝,脾,リ ンパ節に も認め られた。対

照群 ではH37Rvの 場合 は3接 種法の いずれに も病変 が

認 められ,H37Raで は軽度に,ま たphlei,smegmatis

で はいず れ も陰性で あつ た。 精巣 と精巣上体接種法 との

差異 ぽ 宮明で なかつ た。 病 変 の差 異をRSIで 現わ した

結果 は上記成績 とほぼ一 致 したが,モ ル モ ッ トに よる個

体 差が認め られ,ま た組 織所見を欠 くところのphleiの

皮下 接種群のRSIは2匹 ともや や 高い値を示 した こ と

についての判断 は困難 で あ つ た。 〔結論〕皮下接種 で病

変の認め られない抗酸菌 の うちあ るものは精巣部接種 に

て,殊 に接種部 に結核性病 変を認め るものがあ るこ とを

証 明 した。抗酸菌 の分類 上,モ ルモ ッ トを使用す る場合

に その精巣部接種法 を加えて検討す る必要が あ る と思

う。

〔発言〕 今野淳(座 長)

同一の動物 に同一 の抗酸菌を接種 して も接種場所 に よ り

病 変が異な るこ とが ある。 睾丸,眼 前房 内接種 では非定

型 抗酸菌で も病 変を起 こす ことが知 られてい る。平野 氏

は 非定型抗酸菌は結核菌 の変異 と考えてお られ るが,こ

の病 変を起 こす ものを非定 型抗酸菌 と称す るか,非 定型

結核 菌 と称す るか 問題 があ り,も つ と他の試験方法で検

討す る必要があ る。

〔追加〕 平野憲正

抗 酸菌を ウサギや モル モ ッ トの精巣,精 巣上体お よび皮

下 に接種 し,ま たナイアシ ンテス トを行なつた結果,次 の

よ うな成績を得た。精巣接種,皮 下接種 で感染 し,ナイ ア

シン陽 性の もの,こ れが人型結核菌 である ことは もちろ

ん である。 精巣お よび皮下接種 で陰 性,ナ イア シン陰性

のものは非病原性抗酸菌 である ことも疑 いない。 次に非

定型抗酸 菌の うち,精 巣,皮 下接種共 に陽性 でナイア シン

陰 性 の ものがあ る。 これ を何 と考 えたら良いのか。 近来

結核患者 か らナイア シン陰性 の結核菌様 の ものが分離 さ

れ る。 これ らは非定型抗酸菌 の うち精巣+,皮 下+,ナ

イ アシ ン陰性 の群にはい るのでは ないか。私 は以前,非

定 型抗酸菌 の少 な くとも一部は人型結核菌 の変異で あろ

うと言つ たが,精 巣,皮 下で感染 し,ナ イアシ ン陰性 の

ものを ど うすぺ きか,こ れに対す るご教示 をお願 いした

い。 精 巣+,皮 下 一,ナ イア シン陰性 の群につ いてはな

お検 討を要す る と思 う。

22.ナ イア シンテ ス ト陰性の人型結核菌 を排 出 した2

例 の肺結核症の臨床的細菌 学的報告 。小川辰次(北 里

研)畑 中栄一 ・西村 セツ子(北 里研附属病)

〔研究 目的 〕人型結核菌で もナイア シンテス ト(以 下NT

と略)(一)の ものがあ るこ とは先 に報 告 した。 今回は更

に2例 の肺結核症 を経験 し た の で報 告す る。 〔研究方法

と成績〕④ 症 例:i.橋 本○○氏,6,40歳,会 社員。

38年7月 発病,40年4月 当院に入院,化 学療 法を受け
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た。毎 月の検疾では,結 核菌 は最初塗抹陽性 であつたが,

41年 初頃 には,培 養で も僅 かの 集 落 を 認め るまでに減

少 し,41年3月 退院 した。XPはbll3で ある。 これ

らの菌 は種 々の化学療法剤 に対 して種 々の程度 の耐性を

示 し,NTは いず れ も(+)で あつた。増悪 して41年

7月 に再入院 し,化 学療法を続け た。XPは ほ とん ど変

りがない。喀疾 中の結核菌は42年4月 までは認めたが

今度は毎常NT(一)を 示 した。42年10月 退院 した。

現在 外来で管理 中であ る。ii.吉 野 ○○氏,6,54才,

会社員。27年9月 発病,30年1月 よ り10月 まで某院

に入院,化 学療法 を受け,左S1.2の 区切 と剥皮術を受

けた。38年3月 よ り現在 まで4年6カ 月間,当 院外来

で化学療 法を受けてい る。XPはbll,IOPで,経 過は一

進 一退で,そ の間 中の検疾 では,常 に結核菌陽性 であつ

た。 これ らの菌 は種 々の化学療法剤 に対 して種々の程度

の耐性を示 した。NTは39年 よ り検 査してい るが,初

めは(±)で あつ たが42年 になつ てからは(一)を 示

す 様になつた。② 分離 され た 菌 の性状:橋 本株,吉 野

株は分離培養,継 代 培 養 共 に37。Cで はeugonicの 発

育を示 した。22。C,45℃ では発育 しな か つ た。 グ リセ

リン除去の卵培地で は発育 が悪 かつた。 カタラーゼはい

ずれ も弱 く,ウ レアーゼは陽性 であ り,一 コチ ソア ミダ

ーゼは陰性であつた。 これ らの菌を マウスは静脈 に,モ

ルモ ッ トば皮下に0.1mgず つ,ウ サ ギは5mgず つ皮

下 に接種,1ヵ 月,2カ 月後 に屠殺 剖検 して病変 を見,

臓 器 よ りの定量的還元培養 を行 なつてみ る と,概 して毒

力は弱 く,モ ルモ ッ ト.ウ サ ギに対 しては特 に 弱 か つ

た。 〔結 論〕我 々の2例 は い ず れ も高度進展の ものであ

り,経 過 が長 く,し たがつて化学療法 も長期に実施 され

た ものである。 これ らの菌は定型的 な人型結核菌 とは異

な る2～3の 性 状を示 したが,そ の性 状や動物に対す る

毒 力等 よ り人型結核菌であ ろ うと推定 され る。人型結核

菌の 同定 においては,NT(一)の 人型結 核菌の存在す る

こ とを念頭 にお く必要 があろ う。

〔追加〕 東村道雄(国 療中部病)

人型結核菌 にniacin(一)の 菌は決 して珍 しい ことでは

ない と思 う。

〔質問〕 今野淳(座 長)

ナ イアシ ンテス ト陰性 の人型結核菌が ある との報告であ

るが,ナ イアシ ンテス トは定性反応 である こと,同 じ人

型菌で も株 に よつ てナイア シ ンの産生量 が異 な ること,

殊 に多剤耐性菌 はナイア シソ産生が少 ない ことか ら,定

性 法 としての ナイアシ ンが陰性の変異結核菌 が出現す る

可能性はあ る。 ナイア シンテ ス トのほか に簡便な方法が

もう一一つ生 まれ るこ とが望 ましい。

〔回答〕 小川辰次

座 長が言われた よ うに人型結 核菌の同定 に よつてはナイ

ア シンテス トだけで なしにほかの反応 も併用す る必要の
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あ る こ とを 痛 感 して い る。

〔追 加 〕 下 出久 雄(国 療 東 京 病)

ナ ィ ア シ ンテ ス ト陰 性 の人 型 結核 菌 を 排 出 す る症 例 を 経

験 し た。

23.多 発 性 骨 髄 炎 の原 因 菌 と思 わ れ る一 抗 酸 菌 株 に 関

す る研 究 占部 薫 ・斎藤 肇(広 大 細菌)。 藤 原 誠(若 草

園)

〔研究 目的 〕 多 発 性 骨 髄 炎 の 病 県部 よ り分 離 され,そ の

原 因菌 と思 わ れ る一 抗 酸 菌 株(ン 聾(…fl』ta、)の分 類 学 的 位 置

づ け をす る。 〔方 法〕 り 供 試 菌:4、 臼秣 な らび に 対 照 菌

株 とし て ヒ ト型 菌,ウ シ 型 菌Ravene1株,ト リ型 菌,

Mycobacterium(以 下M,)terrae,M.gastriお よびM.

tribiareの 各1株 な ら び にM.intracellulare3M、 。 ② 生

物 学的 な らび に 生 化 学 的 諸 性 状 の検 討:集 落 性 状;コ ー

ド形 成 性;発 育 温 度 域;中 性紅 反 応;ピ ロ ニ ソ,ヒ ドロ

キ シル ア ミソ,デ ゾキ シ コ ール 酸 ソ ーダ,PAS,亜 硝 酸 ソ

ーダ お よびTCHに 対 す る 感 受性;ナ イ ア シ 》テ ス ト;

カ タ レー ス;耐 熱 性 カ タ レー ス;酸 性 フ ォス フ ァテ ー ス;

耐 熱性 酸 性 フ ォス フ ァテ ー ス;ア リル サ ル フ7テ ース;

硝 酸塩 還 元 作 用;ア セ トア マ イ ド他 計12種 の ア マ イ ド

分 解 能;グ ル コー ス他 計16種 の 含 水 炭 素 分 解 能;焦 性 ブ

ドウ酸 他 計10種 の有 機 酸 利 用 能 。 ③BCG培 養 濾 液 か ら

の1蛋 白 抗 原 に よる免 疫 家 兎血Gl∫に よ る寒 天 ゲル 内沈 降

反 応。 ④ 病 原 性 の 検 討;マ ウ スー3.4×106の 生 菌 単位

の 尾 静脈 内 接 種。 モ ル モ ッ トー1お よび5mgの 皮下 接

種。 ニ ワ トリー1お よび5mgの 静 脈 内接 種 。 ウサ ギー

1お よび10mgの 静脈 内 接 種 な ら ひ に0.01mgお よび

0.001mgの 腹 部 皮 内 接1・1・一 〔成 績lD生 物 学 的 お よび

生 化 学 的 諸 性 状:集 落 は 灰 白 色,R型,nonphotochro-

mogenic。 コー ド形 成 性 陽 性 。 中性 紅 反 応 陽 性。33C,

37℃ で 発 育 可 能,22C,42CでII能 。0.03%ピ ロニ

ン耐 性 。125mcgヒ ドロキ シル ア ミン,1.090デ ゾキ シ

コ ール 酸 ソー ク,1,000mcgPAS,0.15M亜 硝 酸 ソー

ダお よび10mcgTCH感 受 性 。 ナ イ ア シ ン テ ス ト陰 性 。

カ ク レー ス弱 陽 性 。 耐 熱 性 カ タ レー ス陰 性。 酸 性 フ ォス

フ ァ テ ー スお よび 耐 熱 性 酸 性 フ ォス フ ァテ ー ス 陰 性。 ア

リル サル フ ァテ ー ス陽 性 。 硝 酸 塩 還 元 陽 性。 ユ リエ ース

陽 性 。 グル コー ス,マ ソ ノー スお よ び トレハ ロー ス 分

解 。 酢 酸,焦 性 ブ ドウ酸,フ ロ ピオ ン酸,乳 酸 利 用 。

② 来 庄株 と 対照 菌 株 との間 のS-Value:ウ シ型 菌 とは.

90.9%で 最 も 類 似 性 が高 く,他 の菌 株 との そ れ は比 較

的 低 率 。 ③ 沈 降 反 応:1住 株 て は ウ シ 型菌 お よびBCG

株 と同 じ く,1`の 沈 降 線 が 認 め ら わた が,他 の 菌1'llて

は す べ て 陰 性 。 ④ 動 物 実 験:い ず れ の 供 試 動 物 に も 内

臓 に 肉眼 的 病 変陰 性,ま た それ ら よ りの 発 育 菌 量 も マ ウ

ス て は概 し て 少 な く,ウ サ ギ,モ ル モ ッ トお よび ニ ワ ト

リで は ほ とん ど陰 性 。 ウサ ギ 皮 内 接 種 で,ウ シ型 菌 では

局 所 に 治癒 傾 向 の な い 潰 瘍 形 成,来 住 株 で は6週 後 消退

の 発 赤,腫 脹 に 止 まつ た 。 〔結 語 〕 来 住 株 は 現 在 ま で の

所 見 に よ り,弱 毒 ウ シ 型菌 が 疑 わ れ るが,今 後更 にBCG

とも十 分比 較 し て 確 か め る。

訂 正

Vo1.43.No.9に 誤 りが あ りま した の て訂 正 いた します 。

P.365上 か ら4行 目 大 久 保文 造 一一 ・古 久 保文 造

英国 グラクソ社の造影剤

DIONOSILi,E
ア イ オ ノ ジ ー ル

1.極 ゐて鮮明な影像

2.吸 収 良 く24時間後に殆 ん ど消失

輸入元

"Zlll!「】70DIL
マ イ オ ジー ル

1.細 部 も鮮 明に影像

流動性 に富み注入容易

新 日本実業株式会社

管 支
喉
上 顎 洞

健 保 適 用

頭 造影剤

髄
室
系パン

脊
脳
リ

造影剤

包 装

15ml及O"60mt

パイ アル 瓶 入

包 装

3ml×3A

3.安 定で刺戟が少な く副作用がない

販売元 鳥居薬品株式会社




